
第

二

回

館

山

市

議

会

定

例

会

会

議

録

(
第
二
号
)





昭
和
四
+
四
年
六
月
招
集

第
二
函
館
山
市
議
会
定
例
会
会
議
録

日

時

場

所

出

席

議

員

欠

席

議

員

出

席

説

明

員

出
席
事
務
局
職
員

_"" 
箆

にコ
τヲ
、._/

目
次

議

塁王

日

程

関

議

諸

般

の

報

告

出
席
説
明
員
の
報
告

行
政
一

般
質
問

安
西
益
男
君
の
質
問
、
当
局
の
応
答

議
案
わ
上
程
八
報
告
第
二
号
)

四四四五五七七j¥ 八九1{. 九
一ムハ

(

一

)



議
案
の
上
程
(
議
案
第
三
十
九
号
)

採

ちと

議
案
の
よ
程
(
議
案
第
四
十
号
)

採

決

諒
案
の
上
程
(
議
案
第
四
十
一
号
〉

採

決

議
案
市
川
上
程
(
議
案
第
四
十
二
号
)

応

質

答

援

採

決

議
案
の
上
程
(
議
案
第
四
十
三
号
)

質

疑

~5 

答

採

決

議
案
の
上
程
〈
議
案
第
四
十
五
号
)

採

決

議
案
の
上
程
(
諮
案
第
四
十
六
号
、)

採

決

. 

‘ 

. . 

' 

(

一

一

)

一
六七一LU

一
八i¥ i¥ "lL 九七

二
七八五ームー

ノ、
ームー
ノ¥

ー」

ノ、七



質 議
案
の
上
程
〈
議
案
第
四
十
七
号
)

答

採日

疑

応

決

日 常
任
委
員
会
委
員
の
選
任

議

案

の
程

mu

迫

力日

議
案
の
上
程
(
議
案
第
四
十
八
号
)

穫

の

追

加
配

付

採 議
案
の
内
容
説
明

日

程

の

追

加 決

千
葉
県
競
輪
組
合
議
会
議
長
選
挙

会

閉本
日
の
会
議

κ付
し
た
事
件

七七
四
五

四
六
四
七

四

八
四

九
四

九
四

九
五。五。五五五

，句、

'-..J 



第

二
回
館
山
市
議
会
定
例
会
会
議
録

(

思

)

r、
第

Eコ
ヲヲ
、...，/

昭
初
白
+
四
年
六
月
招
集

一
、
昭
和
四
十
四
位
六
月
二
十
日

〈
金
曜
日
)
午
前
十
時

一
‘
出
席
議
員

一
‘
舘
山
市
議
会
本
会
議
場

二
十
七
名

0 
番

一
三
番

一
五
番

一
七
番

一
九
番

二
二
番 番

四
番番

/¥ 
番

石

井

輝

久

伊

多

賀

問

磁

辺

博

黒

正

)11 

百

3言

次

村

山

教

字

回

石

井

正

江

田

徳

太

郎

島

野

茂

樹

郎

小

沢

恵

'
太

郎

一
二
番

四

番

一
六
番

一
八
番

ニ
O
番

二
三
番 番

五
番

嶋藤

回回

石

蔵

主主

治

九
番

白

熊

盛

太

郎

勇

七
番

遠

山

五安口コ飯

幣柴
十

嵐
西村国

孝

ヨ

ネ

子昇

益

男

省

五ロ

義

男



四
番

二
六
番

二
八
番

三

O
番

一
‘
欠
席
議
員

一
、
出
席
説
明
員 回

中

禄

秋

山

六

三

郎

番

望山

名 月口

照

吉

田

勇

治

郎

士

m助毛色人庶企財市調収差是

書事直務政民査納産

課謀課謀謀課謀課課

長役長長長長長長長長長

郎正康

五
番

七
番
九
番番

本

間

畠

山

太

回沢

伊

藤
倉

長

谷

山

口

石

渡

横

害事

石

井

田

村

源

治

丈

幸l
 
l
 
j
 

安鈴菊
博正

太
澄

広

沢木井議伝雄治郎男治実E長功言集

徳

願

市

Eま

敏

博

〈
五
)



水

産

課

商

工

観

光

課

長

土

木

課

建

築

謀

、衛

生

施

設

課

長

保

健

衛

生

課

長

福

祉

事

務

所

長

市
民
セ
ン
タ
ー
舘
長

収

入

役

室

主

席

診

療

所

事

務

長

消

防

消

防

本

部

次

長

義

育

保数学教庶教

健育校脊 M 
体 一教務
委委委
育育
課員謀長課長

長会長会長会 長長長
伝言

J'、長

谷山飯池大総周斉羽角士口星

野

ふu
:百高子

場

遠)11 

貝回回回白鳥島藤山回同

清

回木
伊

右

~ 

蹄上

士
ハ
)

茂

生

俊

康

治

男

春

雄

重

義

窓

治

武

男

房

推，感

政

雄

ーう
内-・

助実正

コ二

門郎

緊

爾



教

育

委

員

会

社

会

教

育

課

長

選
挙
管
理
委
員
会

費

記

長

監

査

:
委

負

事

務

局

長

農

業

委

員

会

事

務

局

長

一
.
出
席
事
務
局
職
員

事

務

局

事

務

局

長

補

佐

一
‘
議
事
日
程

書書議警

(
第
二
号
)

長ロ
u
qs
ロ

戸
】
-一言目白記戸u

a
n
w
M
 

鈴石畠

山
宮

義

夫

t主主高兵錦渡庄

:;;tc 

カ

原

斉

市

治

郎

梨

滑

尾

豊

藤

恭

識

陸

子

辺

弘

司

徹

日

昭
和
包
十
四
年
六
戸
二
十

a
午
前
十
時
閣
議

行
政
一
般
通
告
質
問

日B 

程程程

第第第

ミ
報
巷
第

議
案
第
三
十
九
号 号

財
団
法
人
館
山
市
開
発
公
社
わ
経
営
状
況
説
明
書
の
提
出

K
つ
い
て

千
葉
県
旧
市
町
村
議
員
恩
給
組
合
資
産
管
理
組
合
規
約
め
一
部
を
改
正
す
る
規
約
の
制
定

K
つ
い
て

〈
七
)



日日包日巴日自

。。
程

第

四五ーふ-

/' 七ji 九1寝

議

案

第

四

±

長
a

議
案
第
四
十
一
号

議
案
第
四
十
二
号

議
案
第
四
十
三
号

議
案
第
四
十
五
号

議
案
第
四
十
六
号

議
案
第
四
十
七
号

議

議
長

〔
西
村
真
次
君
)

午
前
十
時
二
分本

日
の
出
席
議
員
数
二
十
三
名
、

ζ

れ
よ
り
第
二
回
市
議
会
定
例
会
務
二
日
の
会
議
を
開
会
い
た
し
ま
す
n

諸

の

報

告

〈
八
)

程

第

館
山
市
市
税
条
例

D

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

館
山
市
職
員
等
の
旅
費
K
関
す
る
条
例
市
川
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

損
害
賠
償
の
額
を
定
め
る
と
と
に
つ
い
て

館
山
市
離
農
振
興
事
業
資
金
利
子
補
給
条
例
の
制
定
陀
つ
凶
て

館
山
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
約
一
部
を
改
正
す
る
灸
例
わ
制
定
に
つ
凶
て

館
山
市
養
老
年
金
条
例
わ
一
部
を
改
正
す
る
条
例
わ
制
定
K

つ
凶
て

昭
和
四
十
四
一
年
度
館
山
市
一
般
会
計
補
正
予
算
(
第
二
畏
)

開

議

私
こ
の
た
び
全
国
市
議
会
議
長
会
わ
役
員
改
選
吃
あ
た
り
を
し
て
‘
は
か
ら
ず

程

前
時

議
長

(
西
村
真
次
君
〉

と
の
際
申
し
上
げ
会
す
。

は
宏
は
だ
微
力
で
は
ど
ざ
い
ま
す
が
、

ぜ
っ
か
〈
の
御
推
挙
で
あ

b
ま
す

の
で
、
議
員
共
済
の
た
め
努
力
す
る
決
心
を
い
た
し
ま
し
た
の
今
後
皆
さ
ま
方
市
川
一
設
の
御
協
力
を
た
変
わ

b
ま
す
よ
う

b
願
い
申
し
上

も
全
国
市
議
会
議
員
共
済
会
の
代
議
員

K
選
任
さ
れ
を
し
た
n

程

第

程

第

程程

第第

十

I品



げ
ま
す
。

出
席
説
明
員
の
報
告

。
議
長

(
西
村
真
次
君
)

本
自
の
会
議

κ説
明
員
と
し
て
角
田
主
哀
を
出
席
さ
ぜ
る
旨
の
報
告
が
あ

b
A
?臥
し
た
n

本
自
の
議
官
曹
は
hx
手
も
と
に
配
付
の
日
程
表

K
よ
り
行
乏
い
玄
す
れ

行

政

般

質

問

。
議
長

(
西
村
真
次
君
)

日
程
第
一
、
通
告

K
よ
る
行
政
一
般
質
問
を
行
左
い
ま
す
n

一
八
番
議
員
安
西
益
男
君
"

ご
八
番
議
員
安
否
益
男
君
登
壇
)

。
八.
番

私
は
二
点
の
点

κ
つ
重
宝
し
て
-b
伺
凶
さ
し
て
い
た
だ
く
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
n

(
安
西
益
男
君
)

最
初
ま
ず
養
老
年
金
の
増
額
と
凶
う
と
と

K
つ
い
て
で
ど
ざ
凶
ま
す
が
、
御
承
知
の
よ
う
に
わ
が
国

k

b
き
を
し
て
は
厚
生
年
金
‘
国

民
年
金
等
各
種
m
u

伝
金
制
度
が
ど
ざ
い
ま
す
が
‘
し
か
し
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
拠
出
制
忽
金
制
度
が
多
〈
哀
の
老
人
対
策
と
は
同
い
が
た
凶
円

を
た
無
拠
出
制
の
老
令
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令
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さ
れ
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が
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と
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な
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友
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独
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さ
れ
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市
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き
を
し
て
も
、
老
令
年
金
支
給
条
例
が
昭
和
三
十
二
年
に
制
定
さ
れ
年
間
ヰ
二
百
四
、

一
カ
戸
百
円

m
支
給
額
れ
を
さ
現
在

に
至
っ
て
公
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
n

も
っ
と
も
今
回
の
定
例
会
r
L
h
u

き
を
し
て
三
百
四
惣
額
忽
問
手
五
百
円
と
い
う
ζ

と
で
は
ど
ざ
凶
ま

す
る
が
‘

と
れ
と
て
も
一
カ
月
百
二
十
五
円
、

一
日
当
た
り
四
円
と
い
う
と
と
に
和
友
ゐ
わ
け
で
ど
ざ
凶
ま
ず
。
当

+m
に
h
u

き
を
し
て
も

養
老
年
金
は
敬
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の
意
を
表
し
‘
福
祉
の
増
進
を
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的
と
す
る
と
い
う
こ
と
に
あ

b
ま
す
が
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今
日
誌
物
価
m
U

官
向
勝
は
は
左
は
だ
し
〈
加

え
て
現
実
の
家
族
環
境
の
中
K
点
っ
て
一
体
何
を
求
め
も
っ
と
も
喜
び
を
感
ず
る
も

m
u
k
何
か
‘
と
れ
ら
の
人
た
ち
の
立
場

κ
を
つ
て
思

索
し
、
検
討
し
て
や
る
べ
き
で
同
左
か
る
う
か
と
存
ず
る
も
の
で
ど
ざ
い
ま
す
n

ζ

れ
ら
わ
人
た
ち
も
か
つ
て
は
ひ
と
し
〈
社
会
に
貢
献

負
傷
者
九
千
三
百
七
十
人
に
の
ぼ

b
い
ず
れ
も
戦
後
最
高
の
記
録
医
念
つ
て
な

b
ま
す
n

ζ

れ
を
市
町
村
別
の
出
火
率
す
左
わ
ち
人
口

を
た
し
た
人
た
ち
で
ど
ざ
い
ま
し
ょ
う
n

現
在
も
っ
と
も
重
要
視
さ
れ
か
っ
そ
の
根
本
理
念
と
し
て
は
人
間
性
復
活
へ
の
道
で
あ
り
、

1;為

つ
ま
た
訴
え
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ざ
凶
ま
す
の
か
よ
う
念
観
点
か
ら
今
日
の
老
人
福
祉
対
策
な
か
ん
ヤ
〈
養
老
年
金
制
度
は
と
れ
九
わ
人
た
ち
K
光
明
を

と
い
う
に
は
、
あ
ま

b
k
も
貧
困
と
い
わ
ざ
る
を
得
在
凶
わ
で
あ

b
ま
す
n

故
に
私
は
で
き
る
走
ら
ば
七
十
歳
以
上
ゎ
・
老
人
に
対
し
、
月

額
三
千
円
わ
老
人
の
手
当
の
支
給
を
提
唱
す
る
も
の
で
あ

b
ま
す
が
、

し
か
し
実
際
的
に
は
そ
れ
ま
で
の
段
階
と
し
て
を
ず
ハ
十
歳
以
上

の
宣
向
令
者

κ
対
し
て
年
間
二
回
す
左
わ
ち
三
月
と
九
月
に
各
三
平
戸
ず
つ
の
給
付
実
施
を
す
み
や
か
に
実
行
に
う
っ
す
べ
き
で
か
為
と
申

し
上
げ
た
い
何
で
ど
ざ
い
ま
す
の
当
局
の
熱
意
ふ
る
御
処
置
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要
望
い
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す
次
第
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n

次
の
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。
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-D
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す
と
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災
発
生
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は
全
国
で
五
万
四
千
五
百
六
件
、
損
害
額
五
百
三
十
三
億
円
‘
死
者
千
百
六
人
.

一
万
人
当
た

b
の
出
火
率
と
一
件
当
た
り
の
焼
損
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積
に
つ
い
て
見
ま
す
と
、
出
火
率
は
特
別
区
が
八
・
二
%
‘
七
大
都
市
六
・
六
%
、

そ
の
他
の
都
市
に
必
き
ま
し
で
は
六
・
三
係
、

左
必
ま
た
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村
κ
h
u

き
ま
し
て
は
二
・
九
M
W
と
大
都
市
ほ
ど
と
の
出
火
率
は
高
川
と
凶
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ま
す
.
ま
た
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た

b
の
焼
損
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特
別
思
が
二
七
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ー
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七
大
都
市
民
沿
き
を
し
て
は
三

九
平
方
メ
ー
ト
ル
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そ
の
他
市
山
都
市
六

0
平
方
メ
ー
ト
ル
‘
町
村
k

b
き
を
し
て
は
一
三
四
平
方
メ
ー
ト
ル
と
都
市
化
が
進
ん
だ
地
域
ほ

ど
少
念
〈
を
つ
て

-
b
b
、
消
防
刀
に
差
の
あ
る
と
と
が
一
市
さ
れ
て
》

る
の
で
ど
ざ
い
ま
す
の

ま
た
警
察
庁
が
ま
と
め
ま
し
た
四
十
二
年
度
の
風
水
害

κ
よ
る
被
害
発
生
状
況
は
死
者
五
百
五
十
五
人
、
負
傷
者
九
百
四
十
二
人
、
建

ま
た
床
上
浸
水
八
万
二
千
五
百
四
十
と
同
う
凶
た
同
た
し
凶
記
録
が
出
て
な

b

物
の
全
壊
戸
数
は
千
五
百
四
十
三
と
な
っ
て
卦

b
ま
ず
。

ま
す
。

と
れ
ら
の
数
字
が
一
示
す
よ
う
に
い
っ
災
害
が
発
生
す
る
か
わ
か

b
主
ぜ
ん
n

し
か
も
発
生
詮
の
世
相
密
閉
雲
、
設
援
対
策
等
に
h
a

脅
-

ま
し
て
法
、
当
事
と
し
て

ιム
「
走
会
具
生
抽
処
置
が
な
さ
れ
て
会
ら
左
い
現
沃
に
ど
ざ
い
ま
す
が
、
生
乏
が
一
た
ん
災
害
K
あ
い
ま
し
た

場
合
、
日
夜
援
対
策
ニ
ず

で之一-一士一「争点
ζ

会
主
空
し
て
三
芙
乏
の
一
一
妻
宅
て
を
ワ
れ
之
を
ら
立

っ‘
ζ
Z
-
式
三
・
3
-
Q

で
ど
ざ
い
ま
す
内

昨
今
住
民
の
万
々
よ

b
災
害
r
t
E
Z

し、

一Z
か
ら
の
見
舞
金
つ
支
払
官
主
主
主
で
き
左
泊
、
E
m
J
で
あ
ろ

5
ムコペ

と
の
よ
う
左
訴
え
を
し
ば
し

ば
聞
か
さ
れ
る
わ
け
で
ど
ざ
凶
変
す
れ
当
局
は
住
民
の
福
祉
対
策
に
強
凶
一
回
心
を
一
不
さ
れ
て
な
り
空
す
が
、
住
民
が
災
害
K
ふ
い
‘

う
に
〈
れ
て
-
去
り
ま
す
際
、

一
一
時
的
K

ぜ
よ
見
舞
金
が
支
給
さ
れ
る
な
ら
ば
ど
れ
ほ
ど
力
を
得
、

か
つ
重
た
希
望
を
得
る
か
は
か

b
し
れ

な
い
も
の
が
ど
ざ
凶
を
し
よ
う
n

住
民
に
安
心
感
を
与
え
住
民
を
守
る
上
か
ら
J
h

乙
の
見
舞
金
制
度
の
実
施
を
強
〈
主
張
す
る
も
の
で
ど
唱

ざ
い
き
す
n

災
害
見
舞
金
の
受
給
範
囲
h

及
び
碩
位
は
労
働
基
準
法
施
行
規
則
第
四
十
二
条
乃
至
は
四
十
四
条
わ
例
に
よ
ゐ
も
の
と
し
て
、
支
給
額
は

死
亡
五
万
円
、
負
傷
三
万
円
以
内
.
建
物
の
全
焼
ふ
る
い
は
全
壊
は
五
万
四
以
内
、
間
半
焼
乃
至
は
半
壊
ζ

れ
が
二
万
円
以
内
と
し
‘
た

だ
し
天
災
そ
の
他
非
常
災
害
が
災
害
救
助
法
の
滴
用
を
受
け
た
と
き
に
は
支
給
額
を
税
額
し
‘
あ
あ
い
は
支
給
し
左
い

ζ

と
が
で
き
る
"

以
上
参
考
に
ム
申
し
上
げ
ま
し
て
‘
見
舞
金
制
度
の
実
施
を
強
〈
必
願
い
す
る
も
の
で
ど
ざ
い
ま
す
白
以
上
で
す
n

。
議
E 
"TC 

本
間
市
長
円

〈
西
村
真
次
意
)

"..、

一
、，〆

と
ほ



(
一
一
一
)

(
市
長
本
間

議
君
登
暗
唱
)

市

長

(
本
間

安
西
議
員
さ
ん
わ
御
質
問
に
対
し
ま
し
て
必
答
え
を
申
し
上
げ
た
い
と
存
じ
主
す
n

。

議
君
)

安
否
♂議
員
さ
ん
は
非
常

κ
社
会
福
祉
関
係

κ
つ
き
を
し
て
日
い
ろ
い
ろ
御
検
討
左
さ
れ
て
か
り
脅
し
干
、
私
も
そ
の
点
K
つ
き
ま
し
で
は

敬
意
を
表
し
た
い
と
思
う
次
第
で
ど
ざ
泊
費
す
が
、
特

κ
老
人

K
対
す
る
養
老
年
金
わ
増
額

κ
っ
き
古
仇
し
て
も
、
私
も
そ
う
あ
る
べ
き
で

は
を
い
か
と
考
え
て
・
去
る
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
や
は
D

M

ヲハ
J
M

ろ
予
算
等
の
関
係
も
あ
り
ま
し
て
館
山
南
に
な
き
空
し
て
は
、
現

在
八
十
六
設
に
達
し
た
人
た
ち

κ対
し
て
平
一
一
百
円
の
養
老
年
金
を
支
給
し
て
必
る
n

こ
う
い
う
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
が
‘
三
月
の
市
会

に
な
き
を
し
て
御
了
承
い
た
だ
い
て
必
り
ま
し
た
よ
う
に
本
年
は
額
は
少
な
凶
ん
で
す
け
れ
ど
も
‘
三
百
四
増
し
て
千
五
百
四
と
い
う
と

と
で
一
応
三
丹
市
会
で
御
承
認
を
得
で
会
り
ま
し
て
、
き
ょ
う
は
そ
の
条
例
の
変
更
の
御
了
承
を
凶
一
た
だ
き
た
加
。

ζ
5
M
U
5
こ
と
で
提

案
し
て
あ
る
わ
付
で
ど
ざ
い
ま
す
が
‘
八
十
六
歳
わ
方
が
昨
年
は
約
二
百
七
十
名
館
山
市
に
必
ら
れ
る
わ
け
で
ど
ざ
加
を
し
て
、
そ
の
支

給
額
は
二
十
八
万
三
平
六
百
円
と
い
う
よ
う
念
ζ

と
げ
礼
衣
つ
て
な
る
次
第
で
ど
ざ
い
を
す
が
、

A
F
寸
‘
市

κ
が
き
を
し
て
は
八
十
八
歳
、
米

古
河
の
必
祝
-
悼
の
方
陀
対
し
て
は
九
戸
十
五
日
の
敬
老
m
u
B
を
記
食
し
て
ざ
ぶ
と
ん
を
hu
あ
げ
し
て
・
去
る
わ
け
で
ど
ざ
凶
を
す
。
そ
れ
か
ら

本
年
は
や
は
b
三
月
議
会
で
決
議
を
卦
癒
い
し
て

b
b
ま
す
が
‘
七
十
五
歳
以
上
れ
方
に
対
し
て
約
八
百
人
な
り
ま
す
の
拡
大
鏡
、

め
iJ~ 

ね
で
寸
ね
n

こ
れ
を
希
望

κ
よ
っ
て
支
給
す
る
と
い
う
予
算
も
御
了
承
癒
っ
て
会
る
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
し
て
、

凶
ろ
い
ろ
配
慮
を
し
て
会

る
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
の

私
は
老
人
福
祉
に
つ
き
ま
し
て
は
.
非
常

κ関
心
を
も
ち
空
し
て
‘
市
政
の
上
に
つ
き
空
し
て
本
加
入
い
ろ
皆
さ
ま
方
の
御
了
承
を
得

て
や
っ
て
必
る
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
が
‘

毎
年
小
栄
校
の
運
動
会
で
敬
老
会
と
称
し
て
七
十
五
歳
以
上
の
方
を
運
動
会
に
ゐ
招
き
し
て
た

っ
た
お
け
で
ど
ざ
凶
ま
す
が
‘

あ
の
姿
を
見
た
と
き
に
小
さ
凶
い
す
に
す
わ
っ
て
窮
屈
で
か
え
っ
て
桐
迷
惑
で
は
念
日
目
か
と
い
う
考
え
も

ふ

b
を
し
て
、
去
年
か
ら
は
市
内
十
一
カ
所
の
蛍
授
の
講
堂
に
六
十
歳
以
上
の
方
を

b
招
き
し
て
一
日
ゆ
っ
〈

b
楽
し
ん
で
も
ら
う
と
い



う
ζ

と
で
始
め
た
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
が
‘
午
前
中
は
大
体
な
医
者
さ
ん
の
老
人
管
理
‘
午
後
か
ら
は
市
内
の
芸
能
ク
ラ
ブ
が
四
つ
ど
ざ

い
ま
す
が
、

と
れ
ら
の
方
々
に
犠
牲
的
に
余
興
を
や
っ
て
も
ら
っ
て
一
白
楽
し
ん
で
も
ら
う
と
同

5
ζ
と
で
た
い
へ
ん
喜
ば
れ
て
な

b
ま

す
の
本
年
も
や
は

b
そ
れ
を
続
け
て
参
り
た
い
と
考
え
て
必
る
次
第
で
ど
ざ
い
を
す
n

今
の
安
西
さ
ん
の
》
っ
し
ゃ
る
年
金
の
三
千
円
、
七
十
歳
以
上
で
す
か
‘
引
き
上
げ
と
い
う
こ
と
も

一
応
ど
も
っ
と
も
と
思
い
ま
す

が

本
年
は
ほ
か
げ
比
そ
う

W
D抱
策
を
し
て

b
b
空
す
か
ら
‘
本
年
は
千
五
百
円
で
御
了
承
願
い
・
ま
し
て
、
来
年
度
は
よ
ぐ
検
討
し
ま
し
て
そ

の
と
と
に
つ
同
て
や
っ
て
参

b
た
い
e

私
は
自
分
で
考
え
て
h
u

る
の
は
七
十
五
歳
以
上
戸
、
ら
い
に
ま
で
引
き
下
げ
て
や
る
方
が
い
い
ん
で

は
一念
凶
か
と
自
分
で
は
考
え
て

b
b
ま
す
が
、
本
年
度
は
や
は

b
手
五
百
円
と
い
う
こ
と
で
御
了
承
を
願
い
た
い
と
思
う
次
第
で
と
ざ
い

室

す
n

そ
れ
か
ら
災
害
見
舞
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、

や
は

b
b
説
の
よ

5
に
非
常

K
い
い
と
と
で
ご
ざ
凶
ま
す
が
、

乏
か
な
か
い
山
ろ
ん
な
関
係

で
そ
う
は
い
き
ま
せ
ん
が
、
現
在

κ
b
き
を
し
て
は
災
害
の
発
生
し
た
場
合

κ
は
私
は
》
れ
ば
必
ず
行
っ
て
わ
ず
か
で
す
が
、

二
千
円
ぐ

ら
い
で
す
n

な
見
舞
を
差
し
上
げ
て
-b
る
と
い
う
ζ

と
で
、

そ
れ
か
ら
市
長
は
日
赤
の
館
山
支
部
長
と
凶
う
こ
と
に
友
っ
て

b
b
を
し
て

支
部
長
と
し
て
見
舞
金
を
持
っ
て
行
〈
‘

す
が
‘

ま
た
日
赤
の
方
か
ら
も
毛
布
と
か
凶
ろ
い
ろ
の
も
の
も
現
品
で
届
〈
ょ
う
左
わ
け
で
ど
ざ
同
ま

と
れ
に
つ
き
ま
し
て
は
他
市
の
方
を
調
べ
た
の
を
申
し
上
げ
ま
す
と
‘
大
体
十
九
市
わ
う
ち
六
市
が
や
っ
て
必
る

I
5
で
す
n

大

依
全
焼
肉
場
合
は
五
千
円
と
か
半
焼
の
場
合
一は
二
千
五
百
円
と
か
ア
パ
ー
ト
れ
ひ
と

b
暮
ら
し
の
人
は
二
千
五
百
同
‘

鼠
水
害
の
見
舞
金

は
流
失
し
た
家
屋

K
つ
い
て
は
五
千
円
、

ア
メ

l
ト
は
二
千
五
百
円
、
震
災
は
二
千
五
百
円
と
い
う
と
と
で
や
っ
て
必
る
と
こ
ろ
も
あ
る

わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
館
山
市
r
h
b
u

き
を
し
て
も
安
否
さ
ん
の
》
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
非
常
に
大
塞
念
と
と
で
ど
ざ
い
ま
ず
か
ら
本
年
は
F

ζ

の
を
を
や
っ
て
い
っ
て
額
を
少
し
増
額
す
る
n

二
千
円
を
三
千
円
に
す
一る
と
か
‘
来
年
度

K
な
き
空
し
て
は
よ
そ
の
方
の
関
係
も
調
べ

て
皆
さ
ま
方
の
御
意
見
も
-b
伺
凶
し
て
続
則
宏

b
条
例
左

b
を
制
定
し
て
今
の
必
話
し
の
よ
う
に
皆
さ
ん
が
安
心
し
た
生
活
の
で
き
る
よ

f、

、J



(
一
回
)

う
念
配
慮
を
し
た
い
と
い
う
ふ
う

κ考
え
て
必
る
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
n

私
も
社
会
福
祉
の
菌
に
つ
き
主
し
て
は
‘

と
れ
か
ら
も
検
討
し

て
い
き
た
い
山
と
思
っ
て
加
を
す
が
‘

と
の
間
協
議
会
の
と
き
も
正
木
の
焼
却
場
の
熱
が
余
っ
て
凶
を
す
か
p
h-
ふ
れ
を
利
用
し
て
、

い
ろ
九
円

ろ
利
用
わ
仕
方
が
ど
ざ
い
ま
す
が
‘

や
は

b
老
人
と
い
う
も
の
は
あ
る
意
味
で
は
じ
ゃ
安
扱
M
K
さ
れ
て
必
る
よ
う
な
面
も
あ
る
n

非
常

に
気
の
毒
宏
人
が
た
く
さ
ん

b
b
A
Z
す
が
‘
そ
う
い
う
人
が
楽
し
む
と
と
ろ
の
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
的
念
も
の
を
で
き
れ
ば
来
年
度
あ
そ

と
を
改
善
し
て
あ
の
熱
費
を
利
用
し
て
同
き
た
い
n

後
も
検
討
し
て
あ
る
成
案
が
で
き
を
し
て
、
経
済
上
の
事
情
が
許
す
よ
う

κ
走
れ
ほ
一
つ
何
と
か
老
人
福
祉
の
た
め

κ
そ
の
面
か
ら
も
や

い
ろ
同
ろ
そ
れ
に
つ
き
ま
し
て
は
関
係
課
長
ζ

の
間
も
視
察
に
や
り
守
し
た
し
‘
今

っ
て
参
-D
た
加
の

。
八
番

ζ

う
い
う
ふ
う

κ考
え
る
次
第
で
ど
ざ
い
を
す
の
以
上
申
し
上
げ
ま
す
n

(
安
否
益
男
君
)

た
だ
同
を
市
長
さ
ん
か
ら
の
御
説
明
『
れ
よ
り
委
し
て
わ
か

b
空
し
た
ん
で
す
が
、
福
祉
対
策
に
は
非
常
一

に
市
長
御
自
身
関
心
を
示
さ
れ
て
会
る
と
い

5
と
と
も
重
々
わ
か
る
わ
打
で
あ
り
受
す
n

左
・
訟
今
会
話
し
が
ど
ざ
い
輩
出
し
た
よ

D
K
老
人

セ
ン
タ
ー
等
も
考
慮
さ
れ
て
-b
る
と
凶
う
面
か
ら
し
を
し
て
も
、
非
常
左
関
心
が
一
市
さ
れ
た
と
い
う
ζ

と
も
わ
か
る
わ
け
で
あ

b
を
す
n

実
際
今
・
会
話
し
の
中
に
ど
ざ
M

引
受
し
た
よ
う
に
老
人
が
じ
ゃ
ま
抜
山
目
さ
れ
て
会
る
と
い
う
‘
と
う
凶
う
現
状
が
案
外

F
多
加
と
凶
う
と
と

ま
ず
で
き
得
る
会
ら
ば
八
十
歳
以
上
と
れ
ば
新
年
度
か
ら
で
も
私
は
結
構
だ
と
思

は
事
実
在
わ
け
で
す
n

そ
う
凶
う
函
か
ム
し
一主
し
て
、

5
ん
で
しす
n

で
き
る
な
ら
ば
七
十
五
歳
以
上
‘
と
れ
の
八
十
六
歳
と
い
う
年
令
か
ら
引
さ
下
げ
さ
ら
に
は
で
き
る
走
ら
ば
来
年
度
か
ら
年

二
回
三
月
と
九
円
に
給
付
額

κ
つ
加
て
と
〈
と
御
研
究
願
い
た
い
れ
す
み
や
か

κ
十
分
御
配
慮
原
山
内
た
凶
。

ζ

う
要
望
す
る
わ
け

で
ど
ざ

凶
ま
す
。
同
ず
れ
に
し
て
も
生
活
を
保
証
す
る
と
い
う
佐
賀
の
も
の
で
は
ど
ざ
い
ま
ぜ
ん
け
れ
ど
も
‘
や
は

b
ζ
う
い
っ
た
人
た
ち
が
し

ょ
せ
ん
ど
と

κ行
〈

K
し
て
も
、
ど
と
に
行
っ
て
何
を
す
る
に
し
て
も
月
額
百
二
十
五
円
、
一
日

K
し
ま
す

E
E
円
と
い
う
面
か
ら
し
ま

す
と
、
今
の
時
点
で
は
や
は

b
考
慮
し
て
あ
げ
念
け
れ
ば
な
ら
念
日
目
の
で
は
会
い
か
と
い
う
よ
う

K
強
〈
感
ず
る
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
の

で
‘
市
長
さ
ん
か
ら
も
特

κ
老
人

K
対
し
て
は
関
心
を
強
〈
持
た
れ
て
必
る
と
い
う
ζ

と
で
ど
ざ
い
ま
す
の
で
‘
先
ほ
ど
の
今
年
足
の
増



額
‘
来
年
度
は
条
例
化
し
よ
う
と
い
う
よ
う
左
会
話
し
も
ご
ざ
い
ま
し
た
の
で
・

そ
の
点
左
に
と
ぞ
よ
ろ
し
く
な
願
同
し
た
凶
と
思
い
ま

すの
そ
れ
か
ら
災
害
の
見
舞
金
と
い
う
ζ

と
で
ど
ざ
凶
さ
す
n

条
例
化
と
い
う
も
U

話
し
が
ど
ざ
い
ま
し
た
よ
う
に
大
体
の
対
象
が
災
害
と
い

う
よ
り
も
火
災
が
大
半
の
対
象
K
左
ろ
う
か
と
思
う
わ
け
で
あ

D
空
す
n

昨
隼
度
の
全
焼
の
件
数
は
何
件
ぐ
ら
凶
ど
ざ
い
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
、

ち
ょ
っ
と
消
防
の
闘
係
の
方
か
ら
な
聞
か
せ
願
い
た
凶
と
思
出

ま
す
。
ま
た
半
焼
の
件
数
は
ど
の
ぐ
ら
い
ど
ざ
同
室
し
た
で
し
ょ
う
か
‘
そ
の
点
ち
ょ
っ
と
b
伺
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

。
消
防
本
部
次
長
(
岩
田

実
君
)

b
答
え
い
た
し
ま
す
何
昨
年
の
‘
四
十
三
年
の
火
災
件
数
は
総
件
数
三
十
四
件
で
ど
ざ
い
ま
す
の

と
れ
は
大
小
取

b
を
ぜ
た
件
ん数
で
ど
ざ
M

ま
す
の
そ
の
う
ち
建
物
、
家
屋
の
火
災
が
十
件
‘
そ
れ
か
ら
山
林
、
原
野
が
十
五
件
、
車
結
明
会

も
に
四
輪
車
自
動
車
で
ど
ざ
凶
ま
す
が
と
れ
が
六
件
、
船
一舶
が
二
件
‘
そ
の
他
ζ

れ
は
電
柱
火
災
で
ご
ざ
い
ま
す
が
‘

ζ

ん
な
よ
う
な
火

災
の
種
別
で
ど
ざ
い
、
ま
し
て
コ
一
十
四
件
、
そ
の
う
ち
単
独
火
災
要
す
る
に
家
屋
が
一
軒
だ
け
で
も
っ
て
積
ん
だ
火
災
が
二
件
で
ど
ざ
い
ま

ナ
n

出
火
し
た
家
は
そ
れ
は
全
焼
し
て

b
b
ま
す
n

延
焼
火
災
‘
出
火
し
た
家
屋
か
ら
延
焼
し
ま
し
て
隣
わ
穿
に
燃
え
て
、
隣
mu

家
が
全

焼
で
念
〈
て
半
焼
程
度
で
済
ん
だ
も
わ
を
含
ん
で
三
件
で
ど
ざ
い
ま
す
F

そ
れ
か
ら
部
分
焼
‘
家
屋
わ
ど
〈
一
部
を
焼
同
た
だ
け
で
と
ど

ま
っ
た
も
の
が
四
件
で
ど
ざ
い
ま
す
，
家
屋
火
災
十
件
で
ど
ざ
い
ま
し
て
‘
そ
の
焼
失
坪
数
が
一
、
二
二
九
・
五
七
へ

l
ぺ
、
坪
数
に
左

。
を
し
ま
し
て
三
百
七
十
二
・
六
坪
で
ど
ざ
い
ま
す
の
以
上
で
ど
ざ
加
を
す
円

一
八
番
(
安
西
益
男
君
)

今
-b
話
し
の
ど
ざ
い
ま
し
た
よ
う
に
き
わ
め
て
少
念
い
と
い
う
デ
ー
タ
ー
が
示
さ
れ
た
わ
け
で
ど
ざ
凶

ま
す
の
で
、
災
害
見
舞
金
と
い
う
制
度
も
大
依
が
火
災
を
対
象
と
い
う
ζ

と
に
念
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
わ
け
で
す
R

天
災
あ
る
い
は
他
の

そ
う
い
っ
た
建
物
等
の
流
失
と
抗
う
よ
う
な
ζ

と
は
き
わ
め
て
少
在
日
目
。

ま
た
大
き
念
災
害
一
口
と
出
う
ζ

と
K
左
れ
ば
救
助
法
が
適
用
さ
れ

る
わ
け
で
ど
ざ
凶
ま
す
の
で
、
今
申
し
上
げ
ま
し
た
よ
う

κ火
災
を
対
象
と
し
た
ら
い
い
ん
で
は
左
い
か
と
凶
う
と
と
が
考
え
ら
れ
ま

〈
一
五
)



す
の
で
、

ざ
山
山
ま
す
n と
の
点
も
十
分
御
配
慮
凶
た
だ
き
交
し
て
、

ζ

の
実
施
の
方
向
に
向
付
て
M

た
だ
き
た
凶
n

と
の
よ
う
に
要
望
す
る
わ
け
で
ど

八
一
六
)

二
点
の
点
に
つ
き
ま
し
て
‘
市
長
さ
ん
か
ら
誠
意
義
る
回
答
が
ど
ざ
い
ま
し
た
の
で
‘
何
ぶ
ん
御
研
究
れ
上
そ
の
方
向

κ向
山
山
て
凶
つ

。
て
凶
た
だ
き
た
い
n

(
西
村
真
次
君
)

と
う
要
望
い
た
し
さ
し
て
終

b
b
一加
え
し
ま
す
n

以
上
で
通
告
一
に
よ
る
行
政
一
般
質
問
を
終

D
ま
す
n

議
長

ζ

の
際
議
事
に
つ
加
て
申
し
上
げ
ま
す
の

+
A

日
の
日
程
の
各
議
案
の
説
明
は
先
日
わ
会
慈
の
が
り
に
終
つ
て
な
り
ま
す
の
で
‘
本
日
は

た
だ
ち
に
質
疑
よ

D
行
左
い
ま
す
n

。。
り
ま
す
伶

議

案

告
長

(
西
村
英
次
宕
)

の

上

程
日
程
第
二
‘
報
告
第
二
男
・
を
議
題
と
い
た
し
4
4

す
n

報
告
第
二
号

財
団
法
人
館
山
市
開
発
公
社
の
鐸
営
状
況
説
明
書
の
提
出

κ
つ
凶
て

。

議
長

(
西
村
真
次
君
)

議

案

の

御
質
疑
額
い
ま
す
。
御
質
疑
ど
ざ
同
空
ぜ
ん
か
の

1
1
1
1
御
質
疑
念
し
と
認
め
ま
す
n

上

手呈

よ
っ
て
報
告
を
終



。。。
議
長

(
西
村
真
次
君
)

日
程
第
三
、
議
案
第
三
十
九
号
を
議
題
と
凶
た
し
ま
す
。

。

千
葉
県
旧
南
町
村
職
員
思
絵
組
合
資
産
管
理
組
合
規
約
の
一
部
を
改
正
す
る
規
約
の
制
定
に
つ
凶
て

'
御
質
疑
願
い
交

す
の
御
質
疑
ど
ざ
い
を
ぜ
ん
か
の

I
l
-
-

御
質
疑
念
し
と
一
認
め
ま
す
の

議
案
第
三
十
九
号

議
長

(
西
村
真
次
君
)

採

決
hu

は
か
り
凶
え
し
ま
す
。
本
案
を
討
論
省
略
原
案
通
主
可
決
す
る
K
御
再
評
議
あ

D
ま
せ
ん
か
。

(
「
異
議
左
し
」
と
呼
ぶ
者
あ

D
〉

御
異
議
宏
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
本
案
は
原
案
通

D
可
決
さ
れ
空
し
た
n

。。

討

論

者

崎

、

議
長

(
西
村
真
次
君
〉

議
長

(
西
村
真
次
君
)

議

苧3
hミE

の

議
長

(
西
村
真
次
君
) 上

程日
程
第
四
、
議
案
第
四
十
号
を
議
題
と
凶
た
し
ま
す
。

C 

議
案
第
四
十
号

館
山
市
南
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
同
て

七

ゐ

H
F
し



。。
議
長

(
西
村
英
次
君
)

〔
一
八
)

討

論

省

略

、

議
長

(
西
村
真
次
君
)

御
質
疑
願
い
を
す
の
御
質
疑
ど
ざ
い
支
ぜ
ん
か
n

i
ー
ー
御
質
疑
乏
し
と
認
め
ま
す
伺

採

決
hu

は
か

D
凶
え
し
主
す
の
本
案
を
討
論
省
略
頁
案
通

D
可
決
す
る
に
御
異
議
あ

b
ま
せ
ん
か
何

(
「
異
議
左
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
)

御
異
議
を
し
と
認
め
ま
す
の
よ
っ
て
本
案
は
原
案
通
ち
可
決
さ
れ
空
し
た
n

。。。
議
長

(
西
村
真
次
君
)

議

累

議
長

(
西
村
真
次
君
)

議
案
第
四
十
一
号

議
長

(
西
村
英
次
君
)

討

論

省

略

、
の

上

程
日
程
第
五
、
議
案
第
四
十
一
号
を
議
題
と
加
え
し
を
す
円

館
山
市
職
員
等
の
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一
一
討
を
改
正
す
為
条
例
の
制
定
K
つ
い
て

御
質
疑
願
日
目
ま
ず
"
御
質
疑
ど
ざ
い
ま
せ
ん
か
の

1
1
1
桐
質
疑
左
し
と
認
め
ま
す
伺

採

決



。
議
長

(
「
異
議
左
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
)

(
西
村
真
次
君
)

hu
は
か

b
い
た
し
ま
す
n

本
案
を
討
論
省
略
原
案
通

b
可
決
ナ
ヲ
む
と
と

κ
御
異
議
あ

D
ま
せ
ん
か
n

。
議
長

(
西
村
真
次
君
)

御
異
議
乏
し
と
認
め
設
す
の

よ
っ
て
本
案
は
原
案
通
り
可
決
さ
れ
空
し
た
n

議

案

の

上

程

。
議
長

(
西
村
真
次
君
〉

日
程
第
六

議
案
第
四
十
二
号
を
議
題
と
い
山
た
し
ま
す
の

。

議
案
第
四
十
二
号

損
害
賠
償
の
額
を
定
め
る
と
と

κ
つ
M

て

質

疑

応

答

O

一
五
番

私
ζ

の
話
を
は
じ
め
て
訟
と
と
凶
関
川
た
わ
け
で
す
が
、
最
初
開
い
た
と
き
は
い
わ
ゆ
る
火
災
の
出
動
の
擦
の
交
通
事
故
と
同
う
よ
う
な

解
釈
で
必
聞
き
を
し
て
な
り
ま
し
た
と
ζ

ろ
、
最
終
的
に
は
そ
う
で
は
念
か
っ
た
よ
う
で
ど
ざ
い
ま
し
た
“
い
ろ
凶
ろ
問
題

κ
左
る
と
申

し
ま
す
か
‘
や
は

D
観
点
は
ζ

れ
が
補
償
を
す
る
と
同
ぅ
、
賠
償
す
る
と
い
う
と
と
は
ど
う
い
う
観
点

κ
立
っ
て
と
れ
を
支
払
わ
左
打
れ

ば
走
ら
在
日
目
の
か
と
い
う
と
と
が
開
題
友
わ
け
で
す
。
そ
ζ

で
ζ

の
聞
の
説
明
で
は
納
得
が
同
か
左
凶
ん
で
す
が
、
乙
れ
が
公
務
と
い
う

(
石
井

正
君
)

一
つ
会
伺
い
加
え
し
設
す
n

過
日
消
防
長
よ
り
い
ろ
い
ろ
細
か
〈
必
話
し
出
た
だ

W

た
わ
け
で
す
が
‘

立
場
で
賠
償
が
念
さ
れ
て
刷
る
と
い
う
点
の
意
義
づ
け
の
説
明
が
不
足
で
は
乏
い
か
と
い
う
よ
う
に
考
え
ま
す
わ
で
、
そ
の
点
に
つ
い
て

r、

九A、、J



(二

O
)

。
少
し
必
伺
凶
し
た
凶
わ
け
で
す
n

(
星
野
清
之
助
君
)

ま
ず

必
答
え
い
た
し
交
す
n

私
ど
も
が
と
れ
を
一
応
公
務
と
認
め
ま
し
た
理
由
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、

消
防
長

一
つ
は
火
災
現
場
か
ら
引
き
上
げ
て
組
も
在
日
U

直
後
の
と
と
で
か
り
解
散
し
て
必
ら
左
か
っ
た
n

し
か
も
当
時
凶
ろ
同
ろ
調
べ
ま
し
た
と

ζ

ろ
ホ

i
ス
な
ど
の
洗
加
を
し
て
必
っ
た
と
い
う
ζ

と
で
ど
ざ
い
ま
す
の

ζ

れ
が
一
つ
、
ぞ
れ
か
ら
消
防
ポ
ン
プ
を
運
転
し
た
者
が
部
長

の
指
示

κ
よ
っ
て
動
加
た
と
い
う
と
と
a

上
司
の
指
示
で
動
凶
た
と
凶
う
と
し
」
n

三
つ
自
が
事
柄
mu

内
容
に
を
り
ま
す
が
、
ホ
ー
ス
そ
の

も
の
が
消
防
に
直
接
関
係
の
あ
る
と
と
で
ふ
っ
て
関
連
が
非
常
に
強
い
と
い
う
点
で
ど
ぎ
凶
を
す
n

四
つ

B
が
蕊
在
加
し
と
ζ

ろ
詰
所

κ
電

話
が
引
い
て
ど
ざ
い
支
ぜ
ん
の
各
詰
所
と
も
引
M

て
ど
ざ
U

ま
せ
ん
が
、
そ
う
い
っ
た
と
と
か
ら
電
話
を
用
い
た
い
何
ら
か
の
他
わ
方
法

で
連
絡
し
左
け
れ
ば
走
ら
左
い
と
い
う
事
情
が
あ
っ
た
。
と
う
?
っ
と
と
を
総
合
的
に
一
応
考
え
・
ま
し
て
公
務
と
み
在
し
た
と
い
う
わ
け
一

で
ど
ぎ
い
ま
す
n

以
上
で
ど
ざ
加
を
す
。

。

そ
う
い
う
際
の
方
法
も
恥
い
ろ
凶
ろ
あ
っ
た
か
と
思
山
引
を
す
が
‘
消

一
五
番

正
君
)

(
石
井

一
応
が
聞
き
し
A
O

臥
し
た
け
れ
ど
も
‘

防
車
で
そ
れ
を
閣
き
に
行
っ
た
と
い
う
点
が
問
題
だ
と
思

5
ん
で
す
が
‘
そ
の
点

κ
つ
い
て
今
後
と
う
い
う
ζ

と
で
注
意
を
与
え
て
あ
る

と
凶

5
b
話
し
が
あ
っ
た
わ
け
で
す
が
回
実
際
考
え
て
見
ま
す
と
で
ナ
ね
‘
公
務
と
U
A
J

点
の
意
義
づ
け
が
非
常
に
薄
凶
と
思
う
ん
で
す
n

そ
れ
に
今
電
話
が
な
い
の
部
長
の
命
令
だ
と
凶
う
と
と
で
す
が
、
今
後
ζ

う
M

う
問
題
が
起
ζ

ら
左
い
た
め
に
い
る
同
る
左
訓
戒
あ
る
加

は
方
法
を
取
っ
た
と
凶
う
こ
と
で
ど
ざ
凶
ま
す
が
‘
ζ
れ
を
一
般
に
解
釈
し
た
場
合
に
は
公
務
と
M

う
点
が
非
常
に
薄
加
と
思
う
n

今
後
も

こ
う
い

5
ζ
と
で
賠
償
を
出

L
て
い
〈
と
M

う
こ
と
に
左
る
と
私
は
問
題
を
含
ん
で
い
る
と
思
う
の
で
出
・
し
上
げ
た
わ
け
で
す
が
‘

き
(j') 

う
わ
会
話
し
で
凶
わ
ゆ
る
方
法
が
ま
ず
か
っ
た
の
で
あ
っ
て
ほ
か
の
方
法
で
連
絡
が
で
き
た
と
思
う
わ
け
で
す
n

問
題
が
起
き
て
か
ら
考

え
た
と
い
う
よ

5
左
結
果
に
左
っ
て
-
な
る
の
で
‘
今
後
と
も
ζ

う
加
う
と
と
れ
在
日
目
ょ
う
十
分
き
の
う
も
な
話
し
が
あ
り
ま
し
た
が
、
再

度
検
討
し
て
何
ら
か
の
機
会
K
ζ
う
い
う
説
明
会
念
り
指
導
機
会
を
設
け
を
し
て
、

十
分
注
意
を
す
る
必
要
が
あ
る
わ
で
は
な
凶
か
と
思
同



ま
す
n
-

以
上
。

。
二
二
番

(
小
沢
恵
太
郎
君
〉

，{2‘ ， 

一
五
番
議
員
わ
質
問
‘

ζ

れ
に
関
連
ふ
る
ん
で
す
が
‘

わ
れ
わ
れ
が
消
防
署
並
び
に
各
分
団
の

消
防
車
が
町
を
走
っ
て
・
去
る
と
き
は
大
体
公
務
で
動
い
て
凶
る
と
い
う
見
方
を
す
る
の
が
正
し
凶
の
か
、
そ
れ
と
も
公
務
外
陀
あ
の
消
防

車
が
街
頭
を
動
く
と
と
が
相
当
あ
る
の
か
‘
そ
の
細
か
い
見
解
を
沿
開
き
し
て
会
き
た
凶
n

と
う
思
う
ん
で
す
n

。
消
防
長

〈
星
野
清
之
助
君
)

-
公
答
え
同
た
し
ま
す
の

一
般
論
と
し
て
は
平
素
な
見
か
け
す
る
よ
う
念
場
合
そ
れ
は
火
災
出
動
ま
た

は
訓
練
出
動
と

M
D
大
体
が
限
ら
れ
た
範
囲
の
も
の
で
あ
る
と
御
理
解
い
た

だ
い
て
結
権
で
為
る
と
存
じ
ま
す
の
現
に
ま
た
そ
の
よ
う
に

左
つ
て
な

D
ま
す
e

加
わ
ゆ
る
私
で
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
を
運
転
す
る
よ

5
念
場
合
は
原
則
と
し
て
ど
ざ
凶
ま
ぜ
ん
n

。

番

(
小
沢
恵
太
郎
君
)

火
災
の
と
き
は
だ
れ
し
も
わ
か
る
ζ

と
で
あ
る
が
‘
警
笛
を
左
ら
さ
な
凶
で
走
つ
て
な
る
の

κ
し
ば

し
ば
あ
う
ん
で
す
が
‘
あ
丸
は
訓
練
と
み
乏
し
て
さ
し
っ

か
え
在
同

か
ど
う

か
‘
そ
れ

か
ム
さ
ら

κ
弘
ょ
っ
と
し
た
故
障
が
と
凶
う
た
め

κ修
理
屋
に
持
っ
て
行
〈
"
と
れ
も
公
務
と
抗
う
考
え
で
わ
れ
わ
れ
は
考
え
て
な
っ
て
い
い
か
、
ぞ
う

凶
う
点
念
伺
加
し
た
凶
。

(
星
野
清
之
助
君
)
私
先
ほ
ど
原
則
と
い
う
と
と
ば
を
使
い
ま
し
た
が
、
火
災
の
接
合
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
火
災
ら
し
い
と
い
う
よ
う
な

。
消
防
長

場
合

K
偵
察
出
動
と
，
申
し
ま
し
て
‘
サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
し
念
い
で
出
る
場
合
が
と
き

K
一ど
ざ
い
ま
す
の
そ
う
い
っ
た
捗
合
に
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
て
ど
ざ
い

ま
せ
ん
円
そ
れ
か
ら
二
番
目
の
故
隊
の
修
理
の
問
題
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、

ζ
れ
は
私
ど
も
の
方
K
修
理
工
場
が
ど
ざ
い
‘一
ま
し
て
?
あ
モ
ζ

で
大
体
ま
か
念
っ
て

b
b
ま
す
付
れ
ど
も
‘
部
品
、
そ
の
他
の
関
係
か
ら
と
き
に
市
内
等
わ
修
理
工
場
で
消
防
自
動
車
を
修
理
す
る
よ
う
左
場
合
も
ど
ざ
い
ま

す
。
従
凶
主
し
て
そ
う
凶
っ
た
場
合

K
は
サ
イ
レ
ン
の
吹
鳴
を
M

た
し
て
公

P
A
Z
ぜ
ん
の
と
れ
も
私
ど
も
は
直
接
消
防
的
出
動
で
は
ど
ざ

凶
ま
せ
ん
円
ま
た
は
訓
練
で
は
ど
ざ
凶
ま
ぜ
ん
が
‘
ぞ
う
抗
っ
た
場
合
K
備
え
て
の
態
勢
の
問
題
で
ど
ざ
凶
ま
す
の
で
、

一
応
公
務
と
い

う
と
と
で
処
理
凶
た
し
て
必
り
ま
す
の

。

挙

(
小
沢
恵
太
郎
君
)

さ
ら

κ
一
点
、

た
と
え
ば
消
防
車
を
持
っ
て
行
か
な
け
れ
ば
用
が
足
ら
ぬ
と
凶
う
場
合
と
、

ホ
ー
ス

〈
二
一
)



(

一

一

一

一

)

一
本
と
か
部
品
の
小
さ
左
も
の
で
自
転
車
で
行
つ
で
も
間
に
合
う
‘
ほ
か
の
蛮
で
行
っ
て
も
間

K
合
う
と
い
う
と
き
に
消
防
車
を
持
つ
〈

行
〈
ζ

と
が
あ
る
の
か
.

在
日
山
の
か
、
そ
の
点
を
な
闇
告
白
し
て
必
き
た
い
と
忍
い
を
す
n

。
消
紡
長
、

ハ
星
野
清
之
助
君
)

ζ
m
H
間
た
を
た
ま
歩
あ
日
目
う
と
と
が
ど
ざ
同
室
し
た
が
、
私
ど
も
の
現
在
安
で
承
知
し
て
か
る
隈

b

で
は
そ
う
M

う
と
と
ほ
ど
ざ
加
を
ぜ
ん
の
と
れ
場
合
も
先
ほ
ど
・
閉
し
さ
し
だ
よ
う

K
火
災
出
動
か
ら
帰
っ
た
直
後
わ
で
き
ど
と
と
凶
う
と

と
で
ど
ざ
同
室
し
て
‘

t
A
だ
勤
務
中
と
凶
う
こ
と
か
ら
一
応
公
務
と

W
5
見
解
を
取
っ
た
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
の

。
二
二
番

門
小
沢
恵
太
郎
君
)

本
案
に
つ
い
て
関
逮
し
ま
す
が
‘
八
万
国
間
忘
れ
出
k
h
r

村
る
逮
絡
事
-項
と
い
う
も
の
も
ふ
る
と
思
凶

を
す
n
-
た
し
か
消
防
分
団
ど
と

K
あ
る
い
は
人
ご
と
に
短
波
を
持
つ
て
な
る
と
い
う
と
と
も
開
い
て
会
り
ま
す
n

そ
う
h
う
遼
絡
事
項
C
為
包
泡
凶
か
ら
、

遠
い
か
ら
M

ろ
い
、ろ
あ
る
と
思
う
が
、

加
わ
ゆ
る
公
器
で
あ
る
と
と
九
わ
消
防
車
を
も
っ
て
連
絡
事
項
を
せ
怠
け
れ
げ
念
ら
ぬ
限
界
と
‘

電
話
が
友
九
円
と
い
う
と
と
J

な
ん
だ
が
撲
の
家
か
ら
借
り
た
電
話
走
り
あ
る
い
は
そ
の
他
の
方
法
K
よ
る
連
絡
、

ζ

と
ら
わ
け
じ
め
が
は
っ

き
b
つ
九
円
て
h
u

る
か
ど
う
か
‘

と
の
点
を
-b
伺
い
し
て
か
き
た
い
と
思
い
ま
す
n

。
消
防
長

〈
星
野
清
之
助
君
)

hu

答
え
い
た
し
ぎ
す
n

と
の
聞
の
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、
私
ど
も
と
い
た
し
を
し
て
も
他
の
車
等
を

用
い
て
も
よ
か
っ
た
で
は
乏
い
か
と
同
う
感
じ
泣
い
た
し
ま
し
た
が
、

当
時
日
目
ろ
仇
ろ
調
べ
主
し
た
結
果
に
よ

b
ま
す
が
、
手
近
な
と
こ
る

に
あ
っ
た
と
M
5
ζ

と
で
一
応
使
っ
た
と
い
う
わ
け
に
在
っ
て
い
ま
す
の
市
中
し
わ
け
会
悼
と
と
で
ど
ざ
怖
さ
す
が
‘
今
後
は
あ
の
よ
う
左
ζ

と
の
在
同
よ
う
に
努
め
、

い
λ
一
同
一
ろ
対
策
を
誇
じ
ま
え
よ
〈
団
mu

幹
部
と
も
日
目
ろ
い
ろ
話
し
合
い
を
い
た
し
空
し
て
‘
御
期
待
陀
そ
う
よ

う
に
努
力
加
え
し
ま
ナ
の
で
‘

ど
う
ぞ
と
の
件
い
に
つ
き
ま
し
て
は
寛
大

K
よ
人
v

し
〈
念
願
い
申
し
上
げ
た
く
存
じ
ま
す
の

。
一
四
番

(
遠
山
ヨ
ネ
子
定
)

私
丸
ょ
っ
と
h
u
荷
加
す
る
も
の
も
叫
ん
で
す
が
、
今
例
会
話
し
で
事
故
が
起
ζ

る
と
同
う
ζ

と
で
思
凶

出
し
た
ん
で
す
が
、
船
形
の
分
遣
所
も
そ
う
で
す
し
、

そ
れ
か
ら
鎗
山
の
分
遣
所
‘
宮
崎
み
ん
念
道
路

κ
す
ぐ
面
し
て
前

κ
駐
車
す
る
余

裕
が
念
い
の
で
、
知
っ
て
る
室
は
と
ま
る
と
思
う
ん
で
す
が
‘

と
の
間
パ
ス

K
乗
っ
て
会
り
ま
し
た
ら
船
形
の
八
万
遺
所
で
車
が
出
て
き
て



パ
ス
が
停
車
し
ま
し
た
。
運
転
が
へ
た
で
し
ば
ら
く
出
た

b
入
「
た
h
J
し
て
な
h
y
ま
し
た
が
、
結
局
パ
ス
の
運
転
手
二
回
待
っ
て
い
た
が

と
れ
は
市
長
さ
ん
に
ι
2
1
4
え
を

hu伺
い
し
た
い
ん
で
す
が
、
消
防
は
た
い
へ
ん
な
会
仕
事
で
今
の
よ
う
念
事
故

は
出
先
の
ζ

と
で
た
い
へ
ん
だ
ろ
う
と
思
う
ん
で
す
。
説
明
も
聞
か
な
い
で
今
だ
け
で
申
し
わ
付
左
い
ん
で
す
が
分
遣
所
を
ど
う
せ
置

迂
回
し
て
通

b
越
し
た
。

く
ん
で
し
た
ら
も
う
少
し
前
を
余
裕
を
も
っ
て
敷
地
そ
う
い
う
も
の
を
充
実
す
る
方
が
い
い
の
で
は
乏
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
技
術
的

κ

消
防
長
さ
ん

κhu
答
え
し
て
い
た
だ
き
た
い
ん
で
す
が
、
市
長
さ
ん
い
か
が
で
す
か
、
し
ろ
う
と
日

κ
見
て
あ
あ
い
う
事
故
が
起
と
ら
な

い
と
思
う
。
い
か
が
で
す
か
n

。

譲
君
)
今
ど
ζ

の
清
防
A
W
団
で
も
そ
内
仏
う
情
勢
で
す
ね
。

と
広
げ
る
と
い
う
わ
け
に
い
か
を
い
し
、
や
る
な
ら
場
所
を
変
更
し
な
け
れ
ば
念
ら
ぬ
。
運
転
一
技
術
が
い
い
と
い
う
と
と
、
わ
る
い
と
い

市
長

と
れ
は
市
街
地
の
中
へ
作
っ
て
あ
わ
J

ま
ず
か
ら
ち
ょ
っ

(
本
間

う
人
で
違
う
と
思
う
ん
で
す
。
あ
ん
た
の
》
っ
し
ゃ
る
と
と
は
〕
引
い
と
と
で
す
け
れ
ど
も
、

ゃ
っ
ば
h
y
場
所
も
い
ろ
い
ろ
の
関
係
上
早
急

に
は
参
り
ま
せ
ん
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
今
後
そ
う
い
う
考
え
方
で
い
い
場
所
が
あ
れ
ば
そ
っ
ち
に
移
っ
て
あ
ぶ
な
く
攻
い
よ
う

κ、

機
能
が
発
担
保
で
き
る
よ
う
に
や
る
と
と
は
'私
は
い
い
と
思
い
ま
す
。
今
た
だ
ち
に
ど
う
と
う
と
い
う
と
と
K
は
参
ら
左
い
と
思
い
ま
す
。

将
来
の
と
と
と
し
て
よ
ろ
し
い
と
と
だ
と
思
い
ま
す
。

。
四
番

(
遠
山
ヨ
ネ
子
君
)

二
度
出
た
り
入
っ
た
り
'し
て
h

が
り
ま
す
。
市
内
の
あ
れ
で
し
た
ら
場
所
を
知
つ
て
な

b
ま
す
か
ら
と

ま
b
J
ま
す
け
れ
ど
も
、
船
形
な
ん
か
カ

1
ブ
を
切
っ
て
走
っ
て
き
ま
す
と
危
険
で
す
。

私
は
本
当
は
そ
う
い
う
貸
用
は
相
当
市
で
持
っ
て

も
い
い
と
思
う
。
前
の
方

κ広
い
と
と
ろ
に
自
動
車
が
ツ
ー
っ
と
出
な
い
よ
う
な
施
設
を
館
山
市
は
そ
れ
〈
ら
い
し
て
も
い
い
と
思
う
ん

で
す
が
、

と
と
ろ
が
市
長
さ
ん
会
令
も
か
か

b
場
所
の
問
題
だ
か
ら
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

そ
ん
在
げ
れ
大
き
い
会
れ
で
は
な
い
。
技
術
的

κ因
る
で
し
ょ
う
。

い
く
ら
う
ま
い
人
で
も
危
除
が
起
と
る
。

と
の
事
赦
ど
う
し
て
起
と
っ
た
か
わ
か
ら
な
い
け
れ
ど
も
、
私
は
市
民
と

し
で
よ
く
経
射
す
る
と
と
で
す
の
で
、

A
M
遣
一
伊
が
遂
げ
件
直
面
し
て
が
る
。

そ
う
い
う
と
と
ろ
を
聞
く
ん
で
す
け
れ
ど
も
、

ζ

れ
は
要
望
に

〆肉、

一一一一一、../



(
二
回
)

し
て
会
き
ま
す
。

ど
う
ぞ
消
防
長
さ
ん
、
カ
を
入
れ
て
市
民
の
考
え
方
で
な
麟
い
い
た
し
ま
す
。

。

番

(
五
十
嵐

昇
君
〉

十
八
日
の
御
説
明
氏
訟
き
ま
し
て
船
員
の
方
々
に
対
す
る
休
業
補
償
の
な
話
し
が
あ
っ
た
の
で
ど
ざ

い
ま
す
が
、

と
の
休
業
補
償
は
船
員
で
あ
る
場
合
に
は
船
員
と
し
て
の
休
業
補
償
が
託
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

と
う
い
う
話
し
を
聞
い
て

な
る
の
で
る
・
ゆ
ま
す
が
、
ぞ
う
し
ま
す
と
市
で
補
償
す
る
補
償
と
沿
員
と
し
て
の
休
業
補
償
を
受
け
る
権
利
の
人
と
〆
ブ
り
は

ι設
い
か
、

と
う
思
う
ん
で
す
が
、

。
消
防
長

そ
の
点
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
む

(
星
野
清
之
助
君
)

ぞ
の
点
も
私
ど
も
示
談
を
取

b
か
わ
す
に
あ
た
-D
ま
し
て
い
ろ
い
ろ
研
究
し
た
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す

申
す
ま
で
も
な
い
と
思
い
ま
す
が
、

そ
の
点
い
ろ
い
ろ
研
究
い
た
し
ま
し
て
、

そ
う
い
う
と
と
が
可
能
で
あ

Z
と
す
れ
ば
そ
の
よ
う
念
措

が
、
あ
あ
い
つ
た
際

K
は
一
応
補
償
が
な
い
と
い
う
こ
と
の
見
解
で
処
置
し
た
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
。

。
ノ¥

苦手

(
五
十
嵐

昇
君
)

そ
の
点

κ
つ
き
ま
し
て
は
確
実
念
面
で
の
話
し
を
聞
い
て

b
b
ま
せ
ん
の
で
、

一
応
調
査
い
た
だ
き

ま
し
て
ま
た
御
返
答
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、

い
わ
ゆ
る
交
通
戦
争
と
い
わ
れ
る
ぐ
ら
い
に
交
通
事
故
頻
発
、

と
の
件
数
が
年
々
増
加
し
て
必
る
状
況
で
ど
ざ
凶
ま
す
け

れ
ど
も
、
先
ほ
ど
遠
山
議
員
か
ら
消
防
署
の
設
置
場
所
の
不
適
と
い
う
か
話
し
が
ど
ざ
い
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
場
所
を
か
え
る
と
い
う
よ

う
左
と
と
は
な
か
左
か
困
難
で
ど
ざ
い
ま
す
の
で
、

消
防
署
の
道
路
の
前
K
と
と
は
消
防
署
が
あ
る
の
だ
と
い
う
よ
う
な
道
路
標
識
等
を

つ
け
る
と
と
が
で
き
は
し
な
い
か
ど
う
か
、

と
れ
を
h
F

伺
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
大
き
〈
道
路
を
ま
た
が
り
ま
し
て
消
防
署
あ
る
い
は

。
A
H
遺
所
等
の
設
置
場
所
で
あ
る
と
凶
う
よ
う
な
道
路
標
識
を
大
き
く
掲
示
で
き
な
い
か
ど
う
か
。

企
答
え
い
た
し
ま
す
。
道
路
標
識
の
関
係
で
ど
ざ
い
ま
す
が
と
れ
は
一
応
道
路
の
交
通
の
安
全
と
い
う
と

消
防
長

(
星
野
清
之
助
君
)

と
も
か
か
わ
り
合
い
を
持
つ
事
項
だ
と
存
じ
ま
す
。
し
か
し
消
防
署
が
あ
る
と
い
う
と
と
を
は
っ
き

b
と
表
示
す
る
と
と
が
い
い
と
と
は

置
を
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。



。
/、

番

(
五
十
嵐

昇
君
)

な
か
と
の
ζ

と
に
関
係
い
+
し
ま
し
て
、
当
僧
山
市
が
安
売
安
全
宣
言
都
市
と
い
う
ふ
う
な
と
と
で

ど
ざ
い
ま
す
の
で
、
館
山
市
に
た
け
る
そ
う
い
っ
た
事
故
等
が
非
常
陀
頻
発
し
て
治
る
。
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま
た
そ
う
い
う
頻
発
場
所

あ
る
い
は
選
し
ふ
べ
的
な
道
路
標
訟
と
か
と
れ
を
も
っ
と
多
〈
設
置
し
て
い
た
だ
い
た
ら

等
に
道
路
標
識
、
危
険
の
場
所
で
あ
る
と
か
、

特

K
東
京
方
面
あ
る
川
れ
は
そ
の
他
の
地
域
か
ら
綴
光
館
山
を
訪
れ
て
参
h
J
ま
す
と
お
c
k
事
故
防
止
と
'
合
わ
せ
て
い
ろ
い
ろ
名
所
、
旧
跡
あ

と
の
議
故
の
発
生
等
の

る
い
は
そ
の
他

κ
つ
き
ま
し
て
道
し
る
べ
的
な
道
路
標
識

K
よ
っ
て
行
動
す
る
と
い
う
よ
う
念
と
と
に
す
っ
て
、

と
う
存
じ
ま
す
の
で
、

ぞ
の
点
も
つ
け
加
え
ま
し
て
念
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

防
止

κも
役
立
つ

ο
で
は
念
か
ろ
う
か
、

。
八
番

(
望
月
照
正
君
)

一
点
台
開
脅
し
て
な
き
吏
す
が
、
三
十
八
万
の
財
源
は
ど
ち
ム
か
ら
な
持
ち
で
す
か
、
指
害
賠
償
額
の

実
君
)

二
名
の
直
接
身
体
に
傷
害
を
受
け
空
し
た
医
療
授
が

財
源
は
ど
こ

κ求
め
て
hv
る
か
。

。
消
防
本
部
次
長

(
岩
田

ち
ょ
っ
と
遣
い
ま
す
が
、

一
十
七
万
九
平
向
の
、

乙
の
穫
の
財
源
を
ど
と
か
ら
求
め
ま
し
た
か
。

。
二
八
番

(
望
月
照
正
君
)

実
君
)

豹
十
八
万
は
保
険
に
よ
る
給
付
が
あ
る
見
込
み
で
ど
ざ
い
ま
す
。

ぞ
れ
か
ら
残
額
二
+
万
四
は

。
消
防
本
期
間
次
長

(
山
右
田

四
十
四
年
度
。

一
般
財
源
か
ら
い
た
だ
い
て
や
る
予
定
で
ど
ざ
い
ま
す
c

。
二
八
番

(
望
月
照
正
君
)

十
八
万
が
保
険
給
付
か
ら
ち
ょ
う
だ
い
で
き
る
と
い
う
と
と
な
ん
で
す
が
、
保
険
の
領
、
任
意
保
険
の

対
象
額
、
契
約
額
と
れ
ら
を
沿
知
ら
せ
厭
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

。
消
防
本
部
次
長

(
山
石
田

医
療
費
ぞ
れ
か
ら
慰
謝
料
、
休
業
補
償
と
の
三
種
類
で
ど
ざ
い
ま
す
。

ぞ
う
し
ま
す
と
、
あ
れ
ガ
す
か
、

+
八
万
が
給
付
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
想
定
は
ど
う
い
う
と
と
ろ

し
上
げ
ま
す
と
、

。
二
八
番

(
望
月
照
正
君
)

か
ら
判
定
し
た
ん
で
す
か
、

実
君

と
れ
は
自
賠
法
に
よ
る
保
険
で
ど
ざ
い
ま
し
て
、
任
意
保
除
で
は
ど
ざ
い
ま
せ
ん
。
詳
し
く
申

理
解
に
苦
し
む
ん
で
す
が
、
正
当
な
る
理
由
が
あ
っ
た
場
合

K
は
自
賠
法
と
し
て
も
三
十
八
万
は
必
り
る
と

(
二
五
)



(
一
一
六
)

ぞ
れ
か
ら
も
う
一
つ
は
こ
、
三
年

前
か
ら
そ
の
都
度
h
u
願
い
し
て
な
る
ん
で
す
が
、
特
K
消
防
車
の
場
合
の
任
意
保
除
は
必
ず
か
け
る
べ
き
だ
と
再
三
い
つ
千
h
u
b
ま
す
が
、

思
い
ま
す
が
、

+
八
万
で
切
っ
た
と
い
う
の
は
ど
う
い
う
根
拠
で
や
っ
た
か

、
会
聞
か
せ
間
開
い
た
い
。

と
の
前
の
決
算
の
と
き
に
任
意
保
険
に
加
入
し
た
の
だ
と
い
う
と
と
を
聞
い
た
記
憶
が
あ
る
ん
で
す
が
、
そ
の
点
も
う
一
ベ
ん
確
か
め
た

い
と
患
い
ま
す
。

。
消
防
本
部
次
長

(
山
石
田

実
君
)

シ
っ
し
ゃ
る
と
b
h
y
本
年
度
か
ら
消
防
署
の
車
両
そ
れ
か
ら
消
防
分
間
の
車
両
任
意
の
対
人
保

陣
内
は
五
百
万
加
入
し
て
な
り
ま
す
。

ぞ
れ
か
ら
自
己
車
両
を
損
壊
し
た
と
き
の
保
険
は
そ
の
車
の
新
旧
に
よ
り
ま
し
て
三
+
万
乃
至
百
八

十
万
の
保
険
K
任
意
で
入
つ
て
な

b
ま
す
。
え
だ
し
と
の
場
合
は
と
の
保
険
φ
対
象
と
な
り
得
る
も

の
は
け
が
を
し
ま
し
た
三
名
の
医
療

品質
、
休
業
補
償
そ
れ
か
ら
慰
謝
料
と
れ
だ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
の
で
、
保
険
K
は
確
か
げ
い
任
意
の
対
人
保
険
五
百
万
ぞ
れ
か
ら
自
己
車
両
の

損
壊
し
た
場
合
の
保
険
、

と
れ

κ訟
の
hu
の
入
っ
て
シ
る
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
残
念
な
が
ら
と
の
場
合

K
は
任
意

K
入
っ
た
保
険
で

付
対
象

κ
左
ら
な
い
と
い
う
と
と
で
ど
ざ
い
ま
す
。

。
;i、
番

(
望
月
照
正
君
)

い
わ
ゆ
る
三
十
八
万
か
か
っ
た
う
ち
十
八
万
円
で
打
ち
切
っ
た
と
い
う
と
と
、
ぞ
れ
を
ど
と
か
ら
持
つ

て
き
た
か
。

。
消
防
本
部
次
長

(岩
田

実
君
)
自
動
車
賠
償
責
任
保
険
法
の
定
め
る
と
ζ

ろ
に
よ

b
ま
し
て
と
の
事
故
の
相
場
合
給
付
を
受
け
ら
れ

る
も
の
は
慰
謝
料
と
そ
れ
か
ら
休
業
補
償
と
そ
れ
か
ら
医
療
費
と
の
三
つ
だ
け
で
ど
ざ
い
主
し
て
、

と
れ
を
安
定
い
た
し
ま
し
た
と
と
ろ

約
十
八
万
円
ち
ょ
っ
と
で
ど
ざ
い
吉
す
の
で
、
若
干
低
〈
見
積
り
ま
し
て
十
八
万
と
い
た
し
た
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
。

代
金
e

を
払
っ
た
そ
の
時
点
で
認
定
す
る
。
結
論
を
出
す
と
思
う
ん
で
す
。
三
十
八
万
現

κ支
払
い
済
み
で
す
か
、
そ
れ
と
も
と
れ
か
ら
支

。
i¥ 
番

(
望
月
照
正
君
)

今
の
hv
謡
、
し
は
よ
く
わ
か
り
ま
す
が
、

一
般
の
場
合

κは
自
賠
法
の
場
ム
m
に
し
て
も
示
談
が
成
立
し
て

払
い
ま
す
か
、

十
八
万
と
い
う
給
付
が
ど
う
も
は
っ
き
り
し
乏
い
と
思
い
ま
す
が
、

そ
の
点
も
う

一
回。



。
消
防
本
部
次
長

医
療
費
は
一
人

K
つ
い
て
五
十
万
以
内
で

(
凶
右
田

実
君
'-' 

シ
答
え
い
た
し
を
す
の

寸
八
万
円
げ
れ
つ
き
ま
し
て
、

ど
ざ
い
ま
ず
か
ら
、

と
れ
は
か
か
っ
た
だ
け
〈
る
と
と
は
間
違
い
ど
ざ
い
ま
せ
ん
。

ぞ
れ
か
ら
問
題
は
休
養
補
償
と
慰
謝
料
で
ど
ざ
い
ま

す
が
、

と
れ
に
つ
き
ま
し
で
も
賃
定
義
務
所
が
ど
ざ
い
ま
し
て
そ
と

K
問
い
合
わ
せ
ま
し
た
。
大
体
漁
船
員
で
こ
う
い
っ
た
も
の
は
ど
の

ぐ
ら
い
出
る
か
と
い
う
と
と
を
問
い
合
わ
ぜ
ま
し
て
、

と
の
額
を
大
体
十
八
万
ぐ
ム
一い
は
出
る
。だ
ろ
う
と
い
う
ふ
う
に
考
え
吉
し
た
。

そ

れ
か
ら
金
額

K
っ
き
・
埠
ふ
し
て
は
、
昨
日
消
防
長
か
ら
御
説
明
あ

P
ま
し
た
と
》
り
一
応
若
干
の
あ
れ
を
被
害
者

K
払
い
ま
し
て
ぺ
御
審
議

い
た
だ
き
ま
し
て
諺
決
を
経
ま
し
て
か
ら
全
額
払
う
。

と
う
い
う
と
と

κ
な
っ
て

b
b
ま
す
。

。
二
八
番

(
望
月
照
正
君
)

よ
く
わ
か

b
ま
し
た
α

任
意
保
険
の
と
と
に
つ
き
ま
し
て
は
、
対
人
が
全
部
入
つ
て
な

b
ま
す
と
い
い

ま
す
が
、
対
物
と
い
う
と
と
も
つ
き
も
の
で
あ
り
ま
ず
か
ら
、
そ
う
い
う
も

の
を
考
慮
し
て
対
物
も
入
っ
て
会
く
よ
う

κ、
ぞ
う
し
ま
す

と
と
う
い
う
問
題
も
解
決
し
ま
す
か
ら
、
と
れ
を
要
望
し
ま
し
て
'
終
り
を
す
。

。
議
長

(
西
村
真
次
君
)

他
に
御
質
疑
ど
ざ
い
ま
せ
ん
か
ci
-
-

御
質
疑
念
し
と
認
め
を
す
。

討

論

省

略

、

採

決

。
議
長

本
案
を
討
論
省
略
原
案
通

D
可
決
す
る
に
御
異
議
あ
7
D
ま
せ
ん
か
。

(
西
村
真
次
君
)

公
ば
か
り
い
た
し
ま
す
。

(
「
異
議
乏
し
」
と
呼
ぶ
者
会

b
)

。
議
長

御
異
議
左
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
本
案
は
原
案
通

b
可
決
さ
れ
き
し
た
。

(
西
村
真
次
君
)

.. 

議

上

手呈

案

の

(
二
七
)



(
二
八
)

r、、
u 

誇
長

(
西
村
真
次
君
)

日
程
算
七
、
議
案
続
四
十
三
号
を
一
一
議
題
と
い
た
し
ま
す
。

。

謬
実
第
四
十
三
号

館
山
市
酪
農
振
興
事
業
資
金
刺
子
補
給
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
。

質

疑

応

答

。
四
呑

(
伊
賀
多
朗
君
)

多
頭
化
と
い
う
こ
と
で
ど
ざ
い
ま
す
が

十
頭
と
い
う
よ
う
左
話
し
だ
っ
た
と
思
う
ん
で
す
が

そ
の
数

の
と
と
を
も
う
一
団
関
聞
か
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
怠
い
ま
す
。

ぞ
れ
か
ら
金
融
機
関
の
と
と
で
ど
ぎ
一
円
ま
す
。

と
れ
も
説
明
が
る
っ
た
よ

う
で
す
が
、
も
う
一
度
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ぞ
れ
か
ら
ぞ
の
と
き
の
利
子
が
ど
の
ぐ
ら
い

の
も
の
で
ど
ざ
い
ま
し
ょ
う

か
む
そ
の
辺
を
が
防
J

い
し
ま
す
。

。

第
一
の
質
問
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
乳
牛
を
多
頭
化
す
る
ま
た
専
業
化
す
る
'
場
合
に
は
十
一
頒
程
肢
の
牛

農
産
課
長

(
石
井

謀
君
)

が
な
り
ま
ぜ
ん
と
専
業
化
は
で
き
な
い
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
。

十
頭
以
上
を
利
子
補
給
の
対
象

κ
い
た
し
た
い
と
4
4
え
て
公
り
を
す
。

経
二
点
の
金
融
機
関
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
舘
山
市
農
協
を
考
え
て
な

b
ま
す
。

そ
れ
か
ら
第
三
の
利
子
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、

と
れ
は
年
五
分
以
内
を
利
子
補
給
す
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
ζ

れ
は
非
公
式
で
ど
ざ

い
ま
す
が
、
農
協
の
謬
卒
者
側
と
相
談
い
た
し
ま
し
て
、
基
本
金
利
を
八
分
と
い
う
程
度
で
話
し
合
っ
て
ど
ざ
い
ま
す
。

と
れ
が
制
定
さ

れ
た
場
合
k
h
x

き
ま
し
て
は
、
基
本
金
利
を
八
分
と
い
う
ζ

と
で
4
4
え
て
hu
り
ま
す
。

。

(
伊
賀
多
朗
索
)
実
際

κ専
業
家
と
い
う
と
と

K
な
る
と
十
頭
以
上
と
い
う
と
と
は
い
え
る
と
思
い
ま
す
が
、
実
際
に
飼
っ

て
シ
る
人
た
ち
と
い
う
の
が
十
頭
以
下
の
人
た
ち
が
け
っ
と
う
あ
る
と
思
う
。
た
と
え
ば
五
頭
、
六
噴
あ
っ
て
今
後
新
し
く
飼
っ
て
十
頭

!羽
呑



以
上

κ
な
る
と
い
う
人
も
対
象
に
な
る
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
ね
。

九
際
十
頭
以
上
は
な
れ
ば
専
業
家
で
す
け
れ
ど
も
、
農
業
を
や
っ
て
な

る
と
い
う
方
も
け
っ

と
う
多
い
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
c

実
際
の
パ

ー
セ
ン
テ

ー
ジ
と
し

て
は
ど
の
ぐ
ら
い
の
約
か
、

十
噴
以
下
で

兼
業
し
て
い
く
と
い
う
ク
l
ス
が
非
常
K
多
い
の
で
は
な
い
か
バ

l
セ
ン
テ

ー
ジ
v
ど
し
て
は
、

一
方
専
業
家
と
い
う
と
い
〈
ら
で
も
多
〈

な
る
。
安
房
郡
市
酪
滋
で
盛
ん
げ
れ
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
あ
る
程
修
裕
福
な
人
で
あ
る
と
い
う
ふ
う

κ
一
応
考
え
ら
れ
る
の
で
は

ぞ
れ

K
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
し
て
い
〈
と
い
う
わ
け
で
す
と
わ

b
ふ
，
い
裕
福
な
人
で
あ

在
い
か
。

十
頭
以
上
現

K
持
っ
て
い
る
と
い
う
人
、

る
の
困
る
人
は
む
し
ろ
と
れ
を
倦

D
た
い
と
い
う
人
は
小
さ
い
人

の
方
が
、

十
頭
以
下
の
人
が
多
い
の
で
は
左
い
か
と
い
う
話
し
も
ど
ざ

い
ま
す
よ
う
で
、

ぞ
の
辺
の
と
と
を
も
う

一
度
聞
か
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
惣
い
主
す
。

ぞ
れ
か
ら
基
本
金
利
と
い
い
ま
す
と
、
そ
ち
ら
の
方
詳
し
く
ど
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
普
通
の
今
利
と
考
え
て
い
い
ん
で
し
ょ
う
か

、
基
本

と
い
う
と
ほ
か

K
ま
だ
っ
く
金
利
で
ど
ざ
い
ま
す
か
、
わ
か
ら
な
い
も
の
で
す
か
ら
卦
抑
え
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

ぞ
れ
か
ら
農
薬
近
代
化
資
金
は
と
の
対
象
K
な
ら
な
い
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
ね
。

と
れ
は
も
う
す
で

K
皆
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
活
用
し
て
ト

い
る
よ
う
で
す
し
、
農
協
に
限
ら
ず
市
中
銀
行
と
い
い
ま
す
か
、
市
内
に
あ
る
伊
行
で
も
と
の
貸
し
付
け
と
い
う
め
は
行
乏
っ
て
搾
乳
椴

と
か
建
物
と
か
い
う
と
と
で
炉
美
近
代
化
と
い
う
と
と
で
少
し
付
け
て
あ
る
と
思
う
ん
で
す
が
、

紡
い
ま
す
。

ぞ
の
点
の
と
と
を
も
う
一
回
会
問
か
せ

。
農
産
課
長

(
石
井

と
う
い
う
業
え
方
を
持
っ
て

h
v
bま
す
。

十
頭
以
上
で
な
く
て

謀
君
)

乳
牛
の
十
一
伊
以
上
と
い
う
と
と
社
、

、
も
怒
端

κ申
し
上
げ
ま
す
と
五
頭
乳
牛
を
現
在
飼
育
し
て
が
り
ま
す
が
、
近
き
将
来
十
一
明
以
上
K
し
よ
う
と
す
る
計
画
を
右
し
か
っ
市
長

が
認
め
た
場
合

κ
つ
き
ま
し

て
は
、
利
子
補
給
事
業
の
対
象
花
い
た
し
た
い
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
な
り
ま
す
。

ぞ
れ
か
ら
御
参
考

K
申
し
上
げ
ま
す
と
、
現
在
の
伶
山
市
の
乳
牛
の
飼
育
一
頭
数
が
二
平
八
百
六
十
七
一
演
会
り
ま
す
が
、

と
の
う
ち
五
頭

以
上
飼
育
し

て

h
F
Dま
す
酪
漫
然
一が
二
百
二
十
五
一
戸
が
る
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
。
今
回
野
今

の
煮
え
方
と
し
ま
し
て
は
、
大
体
七
頭
程
度

(
一
一
カ
)



(一二

O
U

の
飼
育
者
を
対
象
と
し
て
考
え
て

b
b
ま
す
が
、

と
れ
を
考
え
ま
す
と
き
K
九
十
一
一
戸
と
非
常
K
少
な
い
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
先
ほ

ど
申
し
上
げ
・
ま
し
た
よ
う

K
あ
く
ま
で
も
専
業
家
を
育
成
し
た
い
と
い
う
よ
う
左
芳
え
方
で
と
う
い
う
ふ
う
な
酪
農
家
を
対
象
と
し
て
考

え
て
必
る
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
。

と
れ
は
館
山
ホ
が
特
別
ぽ
考
え
ま
し
た
利
子
持
給
制
度
で
ど
ざ
い
ま
し
て
、
農
業
近
代
化
資

金
あ
る
い
は
ま
た
農
林
金
融
公
庫
か
ら
倍
h
y
受
け
て
か

b
ま
す
事
計
一ノ
応
対
し
・
ま
し
て
は
、
除
外
さ
し
て
い
た
だ
き
え
い
。

な
h
r
、
資
令
の
関
係
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、

左
考
え
方
で
ど
ざ
い
ま
す
。

と
う
い
う
よ
う

左
な
と
の
挙
業
費
の
ほ
か

K
現
在
館
山
市
が
、
酪
農
者
が
融
資
し
て

b
b
ま
す
も
の
が
農
業
近
代
化
資
金
等

を
利
回
附
し
て
公
り
ま
す
が
、

と
れ
は
農
業
者
と
直
接
関
係
が
ど
ざ
い
ま
す
度
協
を
金
融
機
関
と
し
て
借
り
受
付
し
て
》
る
状
況
で
ど
ざ
い

ま
す
。

。
四
番

(
伊
賀
多
朗
君
)

の
人
が
二
百
五
十
五
軒
、

七
頭
以
上
九
十
一
軒
で
す
か
、

専
業
化
を
目
的
と
し
て
な
る
と
思
う
と
頭
数
の
と
と
は
伺
も
い
え
な
く
な
る
。
現
状
と
し
て
は
五
頭
以
上

二
百
五
十
五
軒
の
う
ち
に
九
十
一
軒
含
ま
れ
て
い
る
か
ど
う
か
、
ぞ
う
す
る
と

一
分
の
こ
ぐ
ら
い
は
五
頭
前
後

の
人
が
多
い
。

一
番
乳
牛
を
や
っ
て
い
る
人
で
は
苦
し
い
。
半
分
は
農
業
を
や
っ
て
い
る
と
い
う
パ

l
セ

ン
テ

i
ジ
が
多
い
の
で
は
な
い
か
。

十
頭
以
上
の
パ
ー
セ
ン
ト
御
説
明
が
ど
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
け
れ
ど
も
、

だ
ん
だ
ん
多
く
な
る
ほ
ど
。

専
業
化
す
る
で
し
ょ
う
け
れ
ど
も
、
実
際
の
や
っ
て
い
る
戸
数
の
と
と
か
ら
い
い
ま
す
と
、
五
、
六
頭
ぐ
ら
い
の
人
が
非
常

K
多
い
バ

1

セ
ン
テ

l
ジ
で
は
念
い
か
。
た
だ
数
か
ら
い
え
ば
そ
う
い
う
と
と
で
ど
ざ
い
ま
す
の
で
、

と
の
と
と
は
と
の
と
と
と
し
て
が
い
て
も
将
来

そ
う
い
う
人
た
ち
を
対
象

K
す
る
と
か
ぞ
う
い
っ
た
と
と
を
一
つ
合
考
え
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
ん
で
す
が
、

ぞ
れ
か
ら
金
利
の
ζ

と
で

ど
ざ
い
ま
す
が
、

八
介
と
い
う
と
そ
の
う
ち
五
分
だ
け
市
が
見
る
。
残
り
は
本
人
で
す
ね
。

そ
う
い
う
解
釈
で
よ
ろ
し
い
か
ど
う
か
。

。
農
産
課
長

(
石
井

謀
君
)

hg
考
え

の
と
h
u
b
で
ど
ざ
い
ま
す
。

。
四
番

(
伊
賀
多
朗
君
)

了
解
し
ま
し
た
む



。
八
番

正
君
)

酪
曲
演
振
興
対
策
の

一
環
と
し
て
ま
ζ

と

K
け
っ
と
う
な
と
と
だ
と
思
う
ん
で
す
が
、

(
黒
川

そ
の
中
で
た
だ
い
ま

の
課
長
の
御
説
明
で
県
と
は
別
個

K
ゃ
る
の
だ
と
い
う
よ
う
な
会
話
し
で
あ
っ
た
ん
で
す
が
、
県
は
県
で
ま
た
市
に
対
し
て
酪
農
振
興
対

策
で
利
子
補
給
を
す
る
の
だ
と
い
う
別
個
の
立
場
か
ら
ま
た
〈
る
の
か
、

し
ま
す
。

そ
の
点
に
つ
い
て
な
伺
い
い
た

と
れ

K
前
が
利
子
補
給
を
す
る
の
だ
と
い
う
と
と
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
百

全
額
ゃ
る
の
か
、
左
が
吉
た
乳
牛
の
多
頭
化
を
奨
励
す
る
た
め

K
市

ぞ
れ
と
合
流
し
て
や
る
の
か
、

左
が
ま
た
百
五
十
万
を
限
度
と
し
て
貸
し
付
け
る
。

五
十
万
円
の
限
度
額
は
必
要
経
費
の
何
%
ぐ
ら
い
ま
で
や
る
の
か
、

が
利
子
補
給
を
す
る
の
は
五
%
を
限
庶
と
し
て
や
る
ん
だ
と
い
う
と
と
が
う
た
っ
て
あ
る
よ
う
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、

と
れ
は
事
業
別
に
と

の
補
助
率
を
か
え
て
や
る
の
か
、

た
と
え
ば
乳
牛
導
入
の
場
合

κは
何
%
や
る
ん
だ
。

ぞ
れ
か
ら
畜
舎
改
善
K
は
何
%
だ
と
い
う
事
業
別

に
分
け
て
バ

l
セ
ン
テ

l
ジ
を
か
え
て
い
〈
わ
か
、

そ
の
目
的
別

K
よ
っ
て
支
給
率
を
か
え
て
い
く
の
か
ど
う

か
と
い
う
と
と
を
シ
伺
い
し
た
い
と
思
凶
ま
す
。
二
点
だ
け
会
伺
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
以
上
で
す
。

一
率

K
支
給
す
る
の
か
、

。

現
在
燥
で
酪
農
振
興
の
た
め
に
繍
助
事
業
と
し
て
取
り
扱
っ
て
た
り
を
す
関
係
は
確
か

こ
れ
は
小
規
模
草
地
改
良
事
業
と
か
老
忍
い
は
酪
農
の
多
団
的
な
と
と
で
そ
の
事
業
に
対
す
る
世
相
助
と
か
が
ど
ざ
い
ま
す
。
ど
ざ
い

農
産
課
長

十
y

。

(
石
井

謀
君
)

ご
ざ
い
ま

ま
す
が
、

ぞ
れ
は
あ
く
ま
で
も
補
助
金
で
ど
ざ
い
ま
し
て
、

と
の
事
業
は
市
の
単
独
で
ど
ざ
い
含
し
て
あ
く
ま
で
も
そ
の
事
業

K
対
す
る

事
業
慢
の
利
子
守
補
給
す
る
の
だ
と
い
う
と
と
で
県
と
別
個
の
も
の
で
ど
ざ
い
ま
す
。

ぞ
れ
か
ら
事
業
費
の
百
五
十
万
四
を
限
度
と
す
る
。

と
れ
は
何
%
か
と
い
う
と
と
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、

あ
〈
ま
で
も
と
れ
は
申
請
に
基

づ
き
ま
し
て
金
融
機
関
と
ぞ
れ
か
ら
借
り
受
け
者
と
の
契
約
の
も
と
に
ぞ
わ
が
パ
ー
セ
ン
ト
が
き
宣
る
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、

そ
の
き

ま
っ
た
も
の
に
対
し
て
市
が
五
分
の
範
囲
内
で
刺
子
を
補
給
す
る
と
い
内
と
止
で
ど
ざ
い
ま
す
a

ぞ
れ
か
ら
三
番
目
の
い
ろ
い
ろ
事
業
の

内
容

κ
よ
っ
て
利
子
補
給
の
率
が
異
な
る
か
ど
う
か
と
い
う
と
と
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、

と
れ
ば
全
部
事
業
費

K
対
す
る
五
分
で
ど
ざ
い
ま

す
の
で
、
全
部
同
じ
で
ど
ざ
い
ま
す
。
以
上
で
ど
ざ
い
ま
す
。

r、
一
一、、J



も
う
一
つ
は
牛
を
買
い
入
れ
て
伝
染
病
に
あ
っ
て
死
亡
し
た
。

五
頭
の
う
ち
三
頭
、
全
は
借

D
た。

そ
の
利
子
を
補
給
す
る
か
ど
う
か
。

。

(
一
ニ
二
)

第
三
条
の
資
令
の
貸
し
付
け
で
す
が
、
こ
れ
は
畜
舎
ま
た
は
土
地
を
買
っ
て
酪
農
を
や
り
た
い
。
牛

は
あ
る
け
れ
ど
も
土
地
が
な
い
。
狭
過
ぎ
る
施
設
で
あ
る
。
そ
う
い
う
場
合
の
土
地
は
貸
し
付
け
を
す
る
の
か
し
左
い
の
か
、
ぞ
れ
か
ら

五
番

(
田
村
源
治
郎
君
)

三
年
を
限
度
と
し
て
年
五
分
の
範
関
内
、

ど
う
い
う
わ
け
で
三
年
を
限
度
に
し
た
か
、
そ
の
思
由
を
。

。

hv
答
え
申
し
上
げ
ま
す
。
土
誌
の
取
得
の
場
合
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
と
れ
は
と
れ
と
別
に
自
作
農
維

持
特
別
資
金
の
非
常

K
低
剰
な
扱
い
が
ど
ざ
い
ま
す
の
で
、

そ
ち
ら
の
方
で
扱
っ
た
方
が
か
え
っ
て
い
い
ん
で
は
左
い
か
と
考
え
て

b
b

農
産
謀
長

(
石
井

謀
君
)

昔
す
が
、

左
hv
土
地
mu
問
題

κ
つ
き
ま
し
て
由
叩
請
が
出
た
場
合
げ
れ
ば
第
五
の
ぞ
の
他
特
に
育
長
が
認
め
た
も
の
で
と
い
う
と
と
で
一
応
検

討
い
-
た
し
た
い
と
考
え
て
な
り
ま
す
の

ぞ
れ
か
ら
三
年
を
限
度
と
す
る
よ
う
左
と
と
を
考
え
ま
し
た
の
は
、
条
例
の
出
来
を
起
案
い
た
し
ま
す
と
き

κ関
係
者
の
御
意
見
を
聞
き

ま
し
て
、

三
年
が
適
当
で
は
な
い
か
と
い
う
と
と
で
ま
あ
三
年
と
き
め
た
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
。
以
上
で
別

κ根
拠
は
ど
ざ
い
ま
せ
ん
が
、

三
年
程
彦
利
子
補
給
し
た
な
ら
ば
あ
と
は
収
益
が
上
っ
て
〈
る
と
い
う
ふ
う
在
考
え
方
で
三
年
を
限
度
と
い
た
し
た
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
ナ
。

ぞ
れ
か
ら
牛
が
事
故
死
し
た
場
合
に
そ
の
事
業

κ対
し
て
利
子
繍
給
を
す
る
か
ど
う
か
と
い
う
と
と
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
あ
く
ま
で
も

三
年
を
隠
す
と
し

て
利
子
補
給
を
い
た
し
ま
す
。
以
上
で
ど
ざ
い
ま
す
。

。
五
番

(
田
村
源
治
郎
君
)

今
の
土
地
の
あ
れ
で
す
が
、

三
頭
い
て
も
う

二
頭
ふ
や
し
ま
す
。

土
地
が
足
り
左
い
の
だ
と
い
う
と

と

そ
れ
は
そ
の
他
特

K
市
長
が
認
め
る
資
令
の
方

κす
る
。

と
の
そ
の
他
市
長
が
認
め
る
資
金
と
い
う
の
は
伺
も
か
げ
札
も
入
る
と
い
う

見
方
で
あ
-
っ
て
、
当
然
三
頭
飼
っ
て
い
た
も
の
を
も
う
ニ
頭
買
い
た
い
。
土
地
が
な
い
と
い
う
と
と
で
あ
る
左
ら
ば
、

ぞ
れ
ぐ
ら
い
の
と

と
は
一
身
市
長
に
聞
か
左
く
て
も
当
然
事
業
を
す
る
と
い
う
も
の
は
あ
て
は
め
る
べ
き
も
の
で
、
ど
う
い
う
わ
け
で
市
長
に
問
〈
ん
だ
。

酪
農
mr
育
成
と
い
う
趣
旨

κ何
ら
な
ら
な
い
で
は
左
い
か
、
三
年
が
適
当
と
い
っ
て
も
酪
農
を
や
っ
て
三
年
ぐ
ら
い
で
果
し
て
い
ろ
い
ろ



の
施
設
、
畜
舎
、

そ
の
他
の
改
善
、
酪
農
機
械
収
益
が
そ
の
方

κ
Hら
れ
て
収
益
が
上
る
わ
け
が
左
い
。
三
年
で
は
と
う
て
い
で
き
念
い
。

三
年
を
見
込
ん
だ
と
い
う
の
は
ど
う
い
う
わ
け
だ
。

だ
れ
と
だ
れ
が
検
討
し
た
の
か
c

必
ず
百
五
十
万
ぐ
ら
い
の
も
の
で
は
少
な
く
と
も

五
年
か
十
年
見
て
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
左
い
。

三
年
と
い
う
と
酪
曲
肢
の
振
興
は
計
算
内
"
み
の
も
の
で
は
設
い
か
。
そ
の
他
特

K
何
で
も
市

長

K
聞
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
と
と
で
あ
る
な
ら
ば
酪
農
の
育
成
は
発
揮
で
き
念
い
。
市
長
が
い
な
い
場
合
げ
い
は
と
れ
は
仕
事
が

で
き
左
い
。

一
々
市
長
が
出
て
と
左
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
れ
ら
の
確
実
な
る
酪
燥
の
育
成
に
つ
い
て
市
長
が
い
な
い
で
も
と
れ
が
で
き

る
と
い
う
資
金
の
借
り
方
の
御
答
弁
を
師
脚
い
ま
す
。

。

貸
し
付
け
の
種
類
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
乳
牛
の
燐
入
資
金
、
育
成
資
金
、
玄
田
舎
等
改
善
資
金
、
酪
食

器
具
の
購
入
資
金
と
の
四
つ
が
原
則
で
ど
ざ
い
ま
す
。
し
か
し
と
う
い
う
よ
う
な
酪
農
を
振
興
さ
せ
る
た
め
K
と
れ
以
外

K
ど
う

農
産
課
長

謀
君
)

(
石
井

機
械
、

し
て
も
必
要
左
事
項
が
生
じ
た
場
合
の
特
認
畠
演
を
と
と
で
も
っ
て
市
長
が
定
め
ゐ
住
民
合
と
い
う
ふ
う

κ考
え
て
な
る
わ
け
で
ど
ざ
い
ま

ナ
。
従
い
ま
し
て
た
だ
い
ま
の
質
問
の
土
地
の
問
題
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、

そ
う
い
う
ふ
う
左
振
興
を
さ
せ
る
た
め
に
ど
う
し
て
も
ぞ
の
土

地
が
在
け
れ
ば
専
業
化
で
き
な
い
の
だ
と
い
う
よ
う
な
場
合

K
な
け
る
特
別
念
事
項
で
ど
ざ
い
ま
す
の
で
、

し
上
げ
た
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
。
ぞ
れ
か
ら
期
間
の
問
題
で
ど
ざ
い
合
す
が
、

ぞ
う
い
う
ふ
う
な
と
と
を
申

ζ

れ
は
ふ
T

敵
機
関
と
そ
れ
か
ら
酪
農
者
の
借
り
受
け
者
が

期
除
は
契
約
す
る
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
"
で
の
契
約
の
中
で
市
は
三
年
間
だ
け
を
利
子
補
給
の
対
象
と
す
る
と
い
う
と
と
で
十
年
間
金

融
制
依
関
と
借
り
受
け
者
が
契
約
し
T
も
ち
っ
と
も
さ
し
っ
か
え
な
い
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
考
え
方
と
い
た
し
を
し
て
は
、
指
導
的
な

立
場
で
長
々
と
借
り
て
会
つ
て
は
左
か
左
か
酪
農
経
営
も
因
る
と
い
う
と
と
で
大
体
乳
牛
の
導
入

K
つ
い
て
は
五
年
程
度
が
滴
当
で
は
乏

い
か
と
い

5
ょ
う
左

ζ
と
を
4
F
J

え
て
た
り
ま
す
が
、
あ
く
ま
で
も
三
年
と
い
う
の
は
刑
子
を
繍
給
す
る
期
間
で
ど
ざ
い
ま
す
。
先
ほ
ど
も

申
し
上
げ
ま
し
た
と
な
り
、

と
の
基
本
ー
今
、-
利
を
八
分
程
度
で
考
え
て
hu
り
ま
す

m-
で、

三
年
間
以
後
に
つ
き
き
し
て
は
、

と
の
金
利
で
も

っ
て
借
り
受
け
者
が
訟
返
し
し
て
い
く
と
い
う
ふ
う
左
考
え
方
で
ど
ざ
い
ま
す
。

(一一一一一一)



(
三
四
)

v 

。
一
九
番

(
島
野
茂
樹
郎
君
)

利
子
補
給
条
例
の
基
本
的
左
右
の

κ
つ
い
て
は
特
に
申
し
上
げ
る
と
と
は
な
〈
私
も
賛
成
で
ど
ざ
い

設
す
。

た
だ
会
聞
き
し
て
か
き
た
い
の
は
一
房
一
州
と
い
い
ま
す
か
、
と

の
地
方
は
酪
曲
演
の
盛
ん
在
地
方
で
あ
る
。

そ
ら
い
う
ふ
う
に
い
わ
れ

て
昔
、て
h
k
h
y
ま
ず
し
、

私
ど
も
も
考
え
て
な
っ
た
ん
で
す
が
、

と
と
で
さ
ら
に
酪
農
を
振
興
さ
せ
る
と
い
う
た
め
に
と
う
い
う
条
例
を
作

と
う
い
う
条
例
を
作
ら
左
け
れ
ば
な
ら
左
い
酪
農
事
業
の
背
景
と
い
い
ま
す
か
、
と
う
い
う
点
が
も
う
少

し
説
明
を
聞
き
た
い
。
条
例
を
制
定
し
乏
け
れ
ば
な
ら
な
い
背
景
は
何
か
と
い
う
と
と
で
す
。
ぞ
れ
と
酪
農
ば
か
り
で
は
な
し
に
そ
の
他

る
ん
だ
と
い
う
と
と
-で
す
が
、

の
事
業
で
も
、
家
畜
の
中
で
も
振
興
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
も
の
も
あ
る
の
で
校
友
い
か
。
し
か
も
ぞ
う
い
う
も
の
応
対
し
て
も
市
で
は
考

え
左
け
れ
ば
念
ら
治
で
は
な
い
か
、

と
う
い
う
と
と
も
考
え
ら
れ
る
ん
で
す
が
、

そ
う
い
う
も
の
に
対
し
て
の
か
考
え
は
ど
う
か
。

ζ 

の

二
つ
に
つ
い
て
な
伺
い
し
て
》
き
た
い
と
患
い
ま
す
。

。
市
長

(
本
間

議
君
)

と
の
問
題
を
決
定
し
よ
う
と
し
た
も
と
は
米
作
転
換
と
い
う
よ
う
念
ζ

と
が
も
と
で
も
っ
て
と
れ
を
始
め

た
わ
け
で
す
よ
。

で
す
か
ら
頭
数
が
少
左
い
と
や
は
り
企
業
と
し
て
う
ま
〈
な
い
ら
し
い
ん
で
す
が
、
ど
う
し
て
も
十
頭
以
上
ぐ
ら
い

κ

左
ら
設
い
と
い
ろ
い
ろ
機
械
や
左
ん
か
そ
ろ
ば
ん

K
合
わ
な
い
。

で
す
か
ら
大
体
十
頭
以
上
と
い
う
ζ
と
で
米
作
転
換
の
と
と
が
も
と
に

念
っ
て
市
が
と
れ
を
打
ち
出
し
て
い
る
。

と
う
い
う
と
と
で
ど
ざ
い
宮
す
。

ぞ
れ
か
ら
今
会
尋
ね
の

ζ
と
は
訟
そ
ら
〈
養
豚
の
問
題
で
は
左
い
か
と
患
い
ま
す
が
、
養
豚

K
つ
い
て
は
非
常

K
肉
が
不
足
し
て
い
る

そ
う
で
す
。

で
す
か
ら
と
の
問
題
は
研
究
が
で
き
て
必
り
ま
ぜ
ん
か
ら
、
草
食
時
総
家
の
方
か
ら
い
ろ
い
ろ
会
話
し
も
ど
ざ
い
ま
す
か
ら
養
豚

κ
つ
い
て
も
と
れ
は
別
個

κ考
え
て
何
ら
か
の
方
法
を
考
え
て
い
き
た
い
。
た
と
え
ば
養
豚
を
や
る
と
近
所
迷
惑
と
か
い
ろ
い
ろ
な
と
と

が
あ
h
y
ま
す
が
、

そ
う
い
う
と
と
を
考
慮
し
て
と
れ
は
研
究
し
て
別

K
方
法
を
考
え
て
い
き
た
い
。
酪
農
の
奨
励
は
も
と
は
米
作
転
換
と

い
う
と
と
で
市
が
打
ち
出
し
て
必
る
わ
け
で
す
。
頭
数
が
十
類
以
上
乏
い
と
採
算
的
げ
い
も
企
業
的
に
も
う
ま
〈
い
か
左
加
。

と
う
い
う
御

意
見
を
も
と
K
し
て
始
め
た
わ
け
で
ど
ざ
い
合
す
。

そ
ん
な
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
。



。
九
番

(
島
野
茂
樹
郎
君
)

る
わ
け
で
す
し
、

わ
か
り
ま
し
た
。
養
豚
あ
る
い
は
養
鶏
と
い
う
よ
う
左
と
と
も
館
山
市
で
は
相
当
の
規
模
の
人
も
b

ぞ
れ
か
ら
肉
烏
左

b
卵
こ
う
い
う
と
と
も
食
生
活
の
改
善
と
い
う
と
と

K
つ
左
が
り
ま
し
て
、
相
当
の
消
費
量
と
い
う

も
の
が
だ
ん
だ
ん
ふ
え
て
き
て

b
bま
す
。
従
っ
て
ぞ
の
生
産
も
当
然
考
え
て
い
か
左
け
れ
ば
な
ら
な
い
ん
で
は
な
い
か
、
そ
う
い
う
意

味
で
別
の
機
'
会

κ考
え
る
つ
も
り
だ
。
と
う
い
う
御
返
答
で
ど
ざ
い
ま
す
の
で
、

在
不
べ
〈
早
い
椴
会
に
そ
う
い
う
施
策
が
実
現
さ
れ
る

。
議
長

(
西
村
真
次
君
〉

と
い
う
と
と
を
期
待
を
い
た
し
ま
し
て
償
問
を
終

b
た
い
と
患
い
ま
す
。

御
質
偶
然
ど
ざ
い
ま
ぜ
ん
か
。

御
質
疑
念
し
と
認
め
ま
す
。

討
論
省
略
、

。
議
長

(
西
村
真
次
君
)

(
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
)

訟
は
か

-D
い
た
し
ま
す
。
本
案
を
討
稔
省
略
原
案
通
-P
可
決
す
る
と
と
に
御
異
議
ど
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

採
~"=!、

'̂ 

。
議
長

(
西
村
真
次
君
)

御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
本
実
は
原
案
沌
-P
可
決
き
れ
害
し
た
。

午
前
の
会
誇
は
と
れ

κて
休
憩
い
え
し
ま
す
。
午
後
は
一
時
会
議
を
開
き
ま
す
。

午
前
十
一
時
二
十
九
分

午
後

時

。
議
長

〈
西
村
英
次
君
)

休

憩

分

再

開

午
後
の
出
席
議
員
数
二
十
七
名
、
休
憩
前

K
引
き
続
き
会
議
を
開
き
ま
す
。

((
三
五
)



。
議
長

議

案

の

(
西
村
真
次
君
)

議
案
四
十
五
号

。。
議
長

議
長

(
一
ニ
ム
ハ
)

上

程日
程
第
八
、
議
案
第
四
十
五
回
ち
を
議
題
と
い
た
し
ま
す
。

餅
山
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

I
1
1
1
円

U

(
西
村
真
次
君
)

討
論
省
崎
、

〈
西
村
真
次
君
)

御
質
疑
願
い
ま
す
。
御
質
疑
ど
ざ
い
ま
せ
ん
か
o
l
-
-
御
質
疑
な
し
と
認
め
ま
す
。

採

'決

(
「
異
議
左
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
)

な
は
か
り
い
た
し
ま
す
。
本
案
を
討
論
省
略
原
案
通

b
可
決
す
る
と
と
に
御
異
議
あ
り
主
せ
ん
か
。

。。
議
長

議
長

(
西
村
真
次
君
)

Z義

の

案
〈
西
村
真
次
君
)

御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
本
案
は
原
案
通

b
可
決
さ
れ
・
ま
し
た
。

上

号室日
程
第
九
、
一
一
議
案
第
四
十
六
号
を
議
題
と
い
た
し
ま
す
。



。。
一
一
時
一
案
第
炉
十
六
号

館
山
市
養
老
年
金
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
一
割
安

κ
つ
い
て

地
務
長

(
商
村
真
次
君
)

御
質
疑
願
い
を
す
。
御
質
疑
ど
ざ
い
ま
ゼ
ん
か

o
l
-
-
a
御
質
疑
乏
し
と
認
め
ま
す
。

採

決
訟
は
か
り
い
た
し
ま
す
。

本
案
を
討
論
省
略
原
案
通
h
J
可
決
す
る
に
御
異
議
あ

b
ま
ぜ
ん
か
。

。
(
「
呉
議
左
し
」
と
呼
ぶ
者
ぁ

b
)

{
西
村
英
次
君
)
御
異
議
念
し
と
認
め
ま
す
a

。

討

論

省

崎

、

議
長

(
西
村
真
次
君
)

議
長

E義

案

の

語
長

〈
西
村
真
次
世
相
〉

議
案
第
四
十
七
号

上

程

よ
っ
て
本
案
は
原
案
通

D
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

日
程
第
十
、
議
実
第
四
十
七
号
を
議
題
と
い
た
し
ま
す
n

応

答

昭
和
四
十
四
年
廃
館
山
市
一
般
会
計
補
正
予
算
(
第
二
号
)

質

説

(
三
七
〉



。
時
骨
築
課
長

(
池
田
春
雄
君
)

今
教
育
委
員
会
と
助
役
さ
ん
の
話
し
で
な
願
い
し
ま
す
と
い
う
と
と
で
す
が
、

工
事
の
と
と
K
つ
い

。
一
五
番

〈
石
井

正
君
)

(
三
八
)

二
中
の
武
道
館
の
建
設
に
つ
い
て
所
管
の
委
員
会
の
責
任
者
並
び

κ助
役
さ
ん

K
ち
ょ
っ
と
基
本
的
な

と
と
を
合
伺
い
し
た
い
わ
け
で
す
が
、

入
札
ぱ
つ
き
ま
し
て
今
、
ぎ
で
は
ζ

う
の
う
と
と
は
右
か
っ
た
で
は
な
い
か
と
患
い
ま
す
が
、
武
道

館
に
つ
い
て
は
あ
る
材
料
が
市
の
方
で
買
っ
て
あ
っ
て
そ
う
し
て
入
札
し
た
際

K
そ
れ
を
使
用
さ
せ
る
と
い
う
方
法
を
と
っ
て
な
る
の
だ

ぞ
う
で
す
が
、
四
十
四
年
度
か
ら
ぞ
奇
い
う
ζ

と
に
な
っ
た
の
か
ど
う
か

K
つ
い
て
か
伺
い
し
た
い
。

て
私
の
方
か
ら
申
し
上
げ
ま
す
。

二
中
の
武
道
館
の
と
と
に
つ
き
を
し
て
は
、
材
料
を
確
か
げ
れ
あ
る
も
の
を
指
定
し
空
し
た
。
と
い
う
と
と
は
普
通
の
場
合
は
あ
h
y
ま
ぜ

ん
。
特

κ
と
れ
は
工
事
を
急
ぐ
関
係
上
ぞ
の
品
物
を
前
も
っ
て
予
定
し
て
沿
い
た
。

ぞ
れ
を
使
う
と
い
う
と
と
は
入
札
が
決
定
し
て
か
ら

注
文
を
し
、

取

b
寄
せ
る
と
い
う
よ

D
も
早
〈
で
き
る
と
と

K
左
b
ま
す
の
で
、
し
か
も
材
料
が
長
い
長
尺
も
の
の
場
合
、
一
応
御
指
摘

の
も
の
は
長
尺
も
の
で
あ

-Dま
す
か
ら
そ
れ
を
や

D
を
し
た
の
と
厚
さ
の
問
題
が
武
道
館

κ
つ
い
て
は
あ

b
ま
す
も
の
で
す
か
ら
、
普
通

d

り
ま
す
。

の
一
般
K
や
ら
れ
て
い
る
の
は
床
板
が
六
分
左
ん
で
す
が
、
そ
の
材
料
を
一
般

κ六
分
と
称
し
て
い
る
も
の
が
五
分
五
、
六
の
摩
さ

κ
な

ぞ
れ
を
防
ぐ
た
め

κ六
分
の
も
の
を
注
文
し
た
と
い
う
よ
う
な
こ
つ
の
理
由
か
ら
そ
れ
を
指
定
し
て
な
き
ま
し
た
。
以
上
で
す
。

。

(
石
井

い
ろ
あ
る
と
思
う
ん
で
す
。

五
番

正
君
)

た
だ
い
ま
指
定
を
し
た
と
い
う
と
と
で
す
が
、
材
料
の
指
定
と
い
う
と
と
は
今
回
ば
か

b
で
左
く
い
ろ

し
か
し
指
定
を
し
て
も
そ
の
材
料
が
鎗
山
市
で
買
っ
て
会
る
と
い
う
と
と
は
認
め
た
わ
け
で
す
が
、

問
題
は

ぞ
れ
が
た
め
に
入
札
が
う
ま
〈
い
か
ぬ
と
い
う
よ
う
な
ζ

と
も
事
実
聞
い
て
な
る
わ
け
で
す
。

ぞ
れ
が
た
め
に
業
者
が
逃
げ
て
な
る
と
い

う
点
も
あ
る
よ
う
で
す
し
、

い
ろ
い
ろ
問
題
が
あ
る
よ
う
で
す
。
指
定
し
た
と
い
う
と
と
は
わ
か
り
ま
す
が
、

ぞ
れ
が
館
山
市
に
た
い
て

た
と
え
ば
あ
る
業
者
だ
け
が
特
珠
左
材
料
を
持
つ
て
な
る
と
い
う
ζ
と
左
ら
ば
そ
れ
は
問
題
は
左
い
と
思
う
わ
け
な
ん
で
す
が
、
各
業
者

が
全
部
二
一
メ
ー
ト
ル
の
柱

κ
し
て
も
あ
る
加
は
ヒ
ノ
キ
の
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
に
し
て
も
持
つ
て
な
る
。
そ
れ
を
あ
る
特
定
の
業
者
か
ら
買



明ー

っ
て
沿
い
て
入
札
の
場
合
落
も
た
ら
と
れ
を
使
え
と
い
う
よ
う
唱
方
向
で
い
く
考
え
方
が
私
は
ど
う
か
と
思
う
ん
で
す
が
、

そ
の
点
。

。
建
築
課
長

(
池
田
春
雄
君
)

ζ

の
と
と
げ
れ
つ
い
て
は
材
木
屋
さ
ん
に
あ
っ
ち
と
っ
ち
二
、

ど
も
っ
と
も
な
な
話
し
で
す
が
、

所
聞
き
ま
し
た
。
長
さ
の
問
題
で
難
点
が
あ
る
。
断
ら
れ
た
と
い
う
、
あ
と
オ
ら
聞
い
た
と
と
ろ
で
は
と
う
い
う
よ
う
な
話
し
と
、
長
尺

も
の
で
す
か
ム
、
特
定
の
あ
れ
で
す
か
ら
料
令
、
値
段
の
問
題
な
ん
か
も
問
い
合
わ
し
て
見
吉
し
た
。
ぞ
れ
と
先
ほ
ど
申
し
上
げ
ま
し
た

期
間
的
の
短
絡
を
は
か
る
た
め

K
ぞ
う
い
う
ふ
う
に
や
っ
た
わ
け

で
ど
ざ
い
ま
す
。

。
五
番

ま
だ
ち
ょ
っ
と
納
得
が
い
か
乏
い
ん
で
す

が
、
ど
と

の
業
者
に
聞
か
れ
た
か
わ
か

b
ま
せ
ん
が
、
大
部

(
石
井

正
君
)

分
の
大
吉
右
市
内
の
莱
者
は
と
れ
だ
け
の
材
料
は
た
だ
ち
に
集
め
る
と
い
う
と
と
も
私
の
方
は
調
べ
て
な
る
わ
け
で
す
が
、

も
う
一
つ
は

課
長
が
知
ら
左
い
間

K
と
れ
が
購
入
さ
れ
て
い
る
と
い
う
と
と
が
事
実
か
ど
う
か
、

と
の
点
を
hu
伺
い
し
た
い
。
ぞ
れ
か
ら
期
日
の
問
題

で
す
が
、
大
体
入
札
が
終
っ
て
た
と
え
ば
床
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
を
使
う
と
い
う

の
は
少
左
〈
と
も
二
月
、
三
月
か
か
る
。
す
ぐ
で
き
る
も
の

で
は
左
加
。

入
札
が
済
ん
で
か
ら
業
者
が
適
当
念
材
料
を
見
つ
け
る
と

い
う
と
と
も
可
能
な
わ
け
で
す
が
、
ぞ
れ
か
ら
価
格
の
点
で
す
が

事
実
今
ま
で
見
積
っ
た
業
者
の
方
が
安
く
て
、
今
指
定
さ
れ
て
求
め
て
あ
る
も
の
の
方
が
一
本

K
つ
い
て
幾
ら
高
い
と
い
う
と
と
ま
で
わ

か
っ
て
シ
る
ん
で
す
が
、

そ
う
い
う
点
今
の
課
長
の
答
弁
で
は
ち
ょ
っ
と
逃
げ
口
上
に
聞
と
え
ま
す
が
、

忠
実
ζ

れ
を
買
う
際
に
課
長
が

私
H
い
そ
う
い
う
一
つ

の
も
の
を
な
る
べ
く
安
〈
そ
う
し
て
市
内
の
業
者
か
ら

ぞ
れ
を
知
ら
左
か
っ
た
と
い
う
の
は
問
題
が
あ
る
と
思
う
。

至
当
左
価
格
で
入
れ
る
と
い
う
と
と
が
た
て
ま
え
だ
と
思
う
わ
け
で
す
。
細
か
い
ζ

と
は
ど
う
と
う
言
い
古
せ
ん
が
、

そ
う
い
う
去
で
今

度
の
扱
い
に
つ
い
て
は
問
題
が
あ
る
と
い
う
ふ
う
に
考
え
る
わ
け
で
す
。

と
の
点
ど
う
課
長
は
む
考
え

K
な
-P
ま
す
か
、
と
に
か
〈
課
長

が
そ
れ
を
知
つ
て
な
る
か
ど
う
か
と
い
う
と
と
を
一
つ
合
わ
ぜ
て
沿
伺
い
し
た
い
わ
け
で
す
。

。
建
築
課
長

(
池
田
春
雄
君
)

と
の
問
題
は
私
知
つ
て
な
り
ま
す
。
知
っ
て
い
昔
、
す
。
ぞ
れ
か
ら
今
の
問
題
で
高
岡
、
安
い

の
問
題

も
あ

b
ま
す
け
れ
ど
も
、

と
れ
は
私
の
方
で
発
注
し
た
、
頼
ん
だ
と
い
う
と
と
を
指
摘
さ
れ
る
で
し
ょ
う
け
れ
ど
も
、

ぞ
れ
を
無
為

K
や

(
三
九
)

カ



め
て
し
ま
ラ
と
い
う
と
と
は
ぞ
の
人
に
迷
惑
が
か
か
h
y
ま
す
。

(
凶

O
)

ゃ
っ
た
と
と
は
や

D
昔
し
た
け
れ
ど
も
、
何
と
い
う
ん
で
す
か
、

一
般
常

設
か
ら
は
ず
れ
て
い
る
と
い
う
と
と
は
あ

b
ま
す
か
ム
、
と
れ
か
ら
は
ぞ
う
い
う
と
と
は
工
事
の
短
縮
と
か
そ
う
い
う
ζ

と
は
抜
き
に
し

ま
し
て
、
普
通
K
や
っ
て
が
と
う
と
思
い
ま
す
。

ぞ
れ
か
ら
今
の
難
問
題
に
落
札
し
左
い
と
い
う
問
題
は
昨
日
解
決
し
ま
し
た
。
以
上
で

す。

。

〈
石
井

一
応
ム
寸
後
そ
う
い
う
と
と
は
ム
い
う
こ
と
ば
が
ど
ざ
凶
ま
し
た
が
、
と
れ
は
だ
れ

κ聞
か
し
て
も
問
題

五
番

正
君
)

が
あ
る
と
思
う
わ
け
で
す
。
先
ほ
ど
か
ら
聞
い
て
か
・
9
ま
す
と
、
特
珠
な
材
料
と
か
早
〈
注
文
し
な
け
れ
ば
左
ら
な
い
と
い
う
と
と
ば
、

と
の
場
合
は
問
題
一
で
念
い
わ
け
で
す
。

私
は
細
か
い
問
題
は
さ
て
も
。
き
一
正
し
て
空
/
炉
開
ζ

れ
が
安
く
し
か
も
い
い
材
料
で
ほ
か
の
業
者
に
も

左
い
と
い
う
と
と

κ
在
れ
ば
と
れ
は
認
め
ら
れ
る
と
思
う
わ
け
な
ん
で
す
。

し
か
し
今
回
行
合
っ
た
よ
う
友
考
え
方
に
大
き
な
問
題
が
私

は
あ
る
と
思
う
。
課
長
が
知
っ
て
い
る
と
い
う
と
と
で
し
た
が
、
あ
と
で
知
っ
た
ん
だ
と
思
う
わ
け
左
ん
で
す
が
、
ぞ
う
い
う
一
職
員
が

簡
単
K
考
え
て
あ
る
業
者
と
契
約
を
し
て
ぞ
う
し
て
入
札
し
て
し
ま
っ
て
か
ら
と
と

κ買
っ
て
あ
る
か
ら
と
の
材
料
を
使
え
と
い
う
よ
う

左
方
向

へ
持
っ
て
い
く
と
と
ろ
に
問
題
が
あ
る
。

一
つ
一
つ
の
長
さ
だ
と
か
材
料
が
ど
う
か
と
同
う
問
題
は
二
の
次
に
し
て
そ
う
い
う
考

え
方
で
工
事
の
講
一
負
を
持
っ
て
い
く
の
で
は
少
々
問
題
が
あ
る
。

と
の
点
課
長
が
は
っ
き

b
今
後
そ
う
い
う
と
と
の
左
い
よ
う
に
確
約
し

て
も
ら
い
た
い
と
思
う
わ
け
左
ん
で
す
。

ど
う
で
す
。

。

(
池
田
春
雄
君
)

確
約
¢
問
題
は
了
承
し
ま
す
。

と
と
に
無
理
が
あ
る
の
は
単
価
の
問
題
と
期
限
の
問
題
そ
れ
を
と
れ

建
築
謀
長

か
ら
私
の
方
に
許
し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
と
と
を
な
願
い
し
ま
す
。

。

ど
う
い
う
と
と
で
す
か
、
単
価
の
問
題
を
吉
け
さ
せ
る
と
い
う
と
と
で
す
か
。

一
五
番

(
石
井

正
君
)

。
建
築
課
長

と
い
う
の
は
予
算
的
の
間
態
ぞ
れ
か
ら
期
限
の
問
題
と
れ
が
わ
れ
わ
れ
に
し
て
は
一
番
む
ず
か
し
い

(
J

池
田
春
雄
君
〉

問
題
左
ん
で
す
。
と
い
う
の
は
余
談
に
左

D
ま
す
が
、

と
の
聞
も
四
つ
の
入
札
を
か
け
て
三
つ
不
調

K
終
つ
て
な
る
よ
う
左
、
ぞ
れ
を
何



A 

と
か
と
な
し
て
い
〈
の
が
わ
れ
わ
れ
の
仕
事
で
す
か
ら
で
き
る
J

け
要
望

K
と
た
え
て
や
っ
て
い
と
う
と
し
て
や
っ
た
わ
け
で
す
。
悪
意

が
あ
っ
て
や
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
以
後
は
以
上
の
よ
う
な
観
点
か
ら
そ
う
い
台
特

K
指
定
す
る
と
い
う
と
と
は
ま
た
同
等
品
と
い
う

ふ
う

K
見
ま
す
か
ら
御
了
承
願
い
ま
す
。

。

(
石
井

一
応
了
承
し
ま
す
が
、
今
後
そ
う
い
う
と
と
の
左
い
よ
う

κ
十
分
気
を
つ
け
て
、

と
れ
は
だ
れ

K
聞
か

一
五
番

正
君
)

し
て
も
そ
の
中

K
何
か
暗
い
も
の
が
あ
る
ん
で
は
な
い
か
と
い
う
よ
う
な
見
方
を
さ
れ
が
ち
だ
と
思
う
ん
で
す
。

一
部
そ
う
い
う
声
を
私

も
開
い
て
調
べ
た
と
と
ろ
が
左
る
ほ
ど
そ
う
で
あ
っ
た
の
で

と
れ
で
は
ま
ず
い
と
い
う
と
と
で
、
ぞ
れ
が
事
実
か
ど
う
か
シ
聞
き
し
た

。
わ
け
で
す
が
、
今
後
と
も
十
分
そ
う
い
う
点
で
御
留
意
願
い
た
い
と
患
い
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
今
な
話
し
の
暗
い
点
が
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
よ
う
な
話
し
が
出
ま
し
た
が
、

ぞ
う
い
う

建
築
課
長

(
池
田
春
雄
君
)

と
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

。

一
五
番
議
員
の
方
か
ら
い
ろ
い
ろ
質
問
が
る
っ
た

0 
番

今
川
い
と
と

κ関
連
す
る
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も

(
中
村
省
五
口
君
)

わ
け
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、

そ
の
中
で
本
来
が
開
発
公
社
が
請
負
さ
れ
て
公
る
仕
事
だ
と
思
う
の
で
す
。

従
っ
て
と
の
武
道
館
が
完
成
し

て
市

K
引
き
渡
さ
れ
る
ま
で
は
開
発
公
社
の
資
停
に
あ
る
の
そ
と
で
今
の
発
言

の
中

K
も
暗
い
面
が
あ
る
一
玄

々
と
い
う
と
と
を
本
会
議
で

い
わ
れ
る
の
は
開
発
公
社
と
し
て
責
任
あ
る
問
題
で
あ
る
。

と
の
点
議
長
さ
ん
取
り
ほ
か
ら
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

。
議
長

「
暗
い
前
が
あ
る
」
と
い
う
と
と
が
穏
当
を
欠

(
西
村
真
次
震
)

一
五
番
議
員

る
な
た
の
発
言
に
関
連
す
る
わ
け
で
す
。

〈
と
思
う
わ
け
で
す
が
。

。
五
番

正
君
)

「
暗
い
面
が
あ
る
」
と
い
う
ふ
う

W
私
は
申
し
宮
せ
ん
。
と
思
わ
れ
て
も
、

と
う
い
う
よ
う
左
態
度
で

(
石
井

い
っ
た
な
ら
ば
思
わ
れ
て
も
い
け
な
い
で
は
な
い
か
。

ぞ
ろ
い
う
ふ
し
が
あ
る
と
外
か
ら
問
か
さ
れ

λ
よ
う
な
と
と
は
慎
ん
で
も
ム
-
い
た

ぃ
。
と
う
い
う
意
味
で
す
。

(
阿
一
)



(
四
二
)

。
議
長

(
西
村
真
次
君
)

二

O
番
議
員
い
か
が
で
し
ょ
う
か
、

た
だ
い
ま
の
釈
明
で
。

。

別
に
と
と
ば
じ

b
で
ど
う
と
う
と
い
う
問
題
で
は
左
い
ん
で
す
が
、

だ
が
市
の
一
般
会
計
の
中
か
ら
事

ニ
O
番

(
中
村
省
主
口
君
)

業
を
す
る
と
い
う
と
と
で
は
な
〈
し
て
、
開
発
公
社

κ
一
切
を
誘
け
負
わ
し
て
で
き
上
っ
た
も
の
を
市

K
移
管
す
る
た
て
ま
え
の
も
の
で

た
だ
い
ま
答
弁
の
や

b
と
り
建
設
課
長
と
直
接

ナ
。
従
っ
て
と
れ
が
出
来
上
る
ま
で
は
す
べ
て
開
発
公
社

κ責
任
が
あ
る
わ
け
で
し
て
、

や
っ
て
な

b
ま
す
け
れ
ど
も
、

ぞ
れ
自
体
私
は
ど
う
も
あ
ま

b
好
ま
し
い
姿
で
は
左
い
と
思
う
。
ぞ
の
中
で
、

そ
の
過
程
の
中
で
と
の
問

題
が
位
相
い
面
が
思
わ
れ
て
も
と
い
う
と
と
は
あ
く
ま
で
も
私
ど
も
開
発
公
社
と
し
て
は
や
は

D
考
え
ざ
る
を
得
左
い
と
と
は
だ
ろ
う
と
思

ぅ
。
も
う
少
し
多
る
の
左
ら
あ
る
と
指
摘
し
て
、

で
き
る
も
の
な
ら
指
摘
し
て
ほ
し
い
と
思
う
わ
け
で
す
。

。

開
発
公
社
の
関
係
で
飼
答
弁
願
い
ま
す
。

議
長

(
西
村
真
次
君
)

。
市
長

議
君
)

や
は

-P
市
で
管
浮
し
て
い
る
。

と
う
い
う
と
と
も
い
い
得

(
本
間

開
発
公
社
は
法
人
格
が
違
い
ま
す
け
れ
ど
も
、

る
わ
け
で
す
が
、

私
は
入
札
等
げ
い
つ
い
て
は
厳
重
左
態
度
で
の
ぞ
ん
で
な
る
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
今
年
の
四
月
か
ら
工
事
を
請
け
負

っ
た
方
々

κも
つ
ま

b
直
営
で
や
る
の
を
原
則
と
し
て
、

や
ら
な
い
場
合
に
は
主
管
課
長
の
了
承
を
得
て
か
ら
や
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い

う
よ
う
な
ζ

と
で
ち
ょ
っ
と
請
負
業
者
に
対
し
て
は
い
き
過
ぎ
の
と
ζ

ろ
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
私
も
私
の
責
任
あ
る
立
場
k
h
u

い
て
と
に
か
く
落
札
し
た
人
が
ほ
か
の
人
の
代
理
で
や
れ
る
と
と
は
通
常
や
れ
る
。

し
か
し
私
と
し
て
は
ど
う
も
訟
も
わ
し
〈
左
い
と
い

う
と
と
で
務
札
し
た
人
が
そ
れ
を
直
営
で
や
る
と
と
を
た
て
ま
え
で
い
つ
も
入
札
前

k

b
願
い
じ
て
、
そ
の
中
で
も
や
は

b
ほ
か
の
人
に

や
っ
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら
左
何
も
の
も
あ
る
か
ら
、
そ
れ
は
そ
の
と
き
事
前
に
了
承
を
受
け
て
や
っ
て
も
ら
い
た
い
。
ぞ
う
い
う
ふ

う
に
い
ろ
い
ろ
や
っ
て
が
り
ま
す
が
、
た
だ
い
ま
の
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、

私
と
し
て
は
絶
対

κ暗
い
と
と
は
左
い
と
と
を
確
信
し
て
な

る
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
。
し
か
し
い
ろ
い
ろ
疑
惑
の
自
を
持
た
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、

ぞ
の
品
物
を
特
別
の
も
の
を
注
文
し
て
会
い
た
ん

で
す
。

そ
れ
で
な
け
れ
ば
早
〈
工
事
が
で
き
な
い
と
い
う
と
と
で
、
私
の
開
い
た
範
囲
で
は
、

入
札
し
て
か
ら
聞
い
た
ん
で
す
が
、
値
段

-t 



の
方
は
あ
ん
た
の
方
で
折
衝
し
左
さ
い

よ
。
品
物
は
と
う
い
う

ι
フ
K
額
ん
で
あ
る
か
ら
、
値
段
の
と
と

κは
触
れ
て
な
い
わ
け
で
す
よ
。

公
社
が
買
っ
た
わ
け
で
も
な
い
は
ず
で
す
よ
。
公
社
も
前

κ賢
う
わ
け
K
い
き
ま
せ
ん
か
ら
、
た
だ
工
事
を
い
〈
ら
早
め
る
か
ら
と
い
ヲ

て
開
発
公
社
の
金
を
自
由

κは
で
き
設
い
わ
け
で
し
て
、
ぞ
れ
と
そ
自
分
だ
け
の
行
為
、
公
社
と
し
て
却
の
め
た
行
為
で
は
乏
い
わ
け
で
す
。

そ
う
い
う
と
と
が
い
ろ
い
ろ
指
摘
さ
れ
る
よ
う
な
と
と
に
も
な

b
ま
す
け
れ
ど
も
、

も
う

一
つ
考
え
ま
す
と
、
や
は

b
業
者
指
名

K
つ
い

て
も
請
け
負
っ
た
人
は
い
い
け
れ
ど
も
、
請
け
負
わ
左
加
入
が
M
U

ろ
ん
念
と
と
を
言
い
た
が
り
ま
ず
か
ら
一
吉
っ
た
と
と
が
正
し
い
と
受
け
-

取
る
部
商
も
あ
る
で
し
ょ
ラ
け
れ
ど
も
、
か
け
ひ
き
上
と
い
う
場
合
も
あ
り
ま
寸
。
あ
れ
は
会
か
し
い
で
は
左
い
か
、
自
分
ら
が
や
ら
な

い
も
の
で
す
か
ら
そ
れ
を
と
ら
え
て
い
う
と
い
う
と
と
も
考
え
ら
れ

衣
い
か
と
思
い
ま
す
が
、

そ
う
い
う
場
合
も
ど
ざ
い
ま
す
。
私
と
し

て
は
開
発
公
社
で
は
断
じ
て
そ
う
い
う
と
と
は
な
い
と
い
う
と
と
は
申
し
上
げ
て
い
い
次
第
で
ど
ざ
い
ま
す
。

。

(
西
村
真
次
君
)

勇
君
)

二
0
4曾
い
か
が
で
す
か
、
他
に
御
質
疑
ど
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

議
長

。
九
番

幣

八
ペ
ー
ジ

の
歳
入
の
+
五
款
の
誇
収
入

一
節
銭
入
十

八
万
の
自
動
車
車
両
共
済
、
先
ほ
ど
四
十
二
号
議
案

で
も
そ
う
い
っ
た
同
じ
よ
う
な
ζ

と
が
出
た
わ
け
で
す

が
、
多
少
量
権
す
る
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
も
う
一
べ
ん
な
答
え
願
い
た
い
と

+
八
万
の
内
訳
が
四
十
二
号
議
案
の
ど
の
部
分
K
該
当
す
る
か
と
い
う
と
と
で
す
。
慰
謝
料
、
休
業
補
償
、
医
療
野
そ
れ

で
+
八
万
出
た
と
い
う
御
答
弁
が
会
っ
た
わ
け
で
す
が
、
ど
の
部
外
vk
該
当
す
る
か
。
ぞ
れ
か
ら
も
う
一
点
現
在
加
入
し
て
い
る
任
意
保

思
い
ま
す
が
、

険
の
種
類
に
つ
い
て
会
伺
い
し
た
い
。

。

実
君
)

h
k

答
え
い
た
し
ま
す
。
議
実
第

四
十

二
号
の
捕
害
賠
償
額
金
三
十
七
万
九
平
八
百
二
十
同
の
内

消
防
本
部
次
長

(
岩
田

訳
と
し
て
ど
ざ
い
ま
す
が
、

と
の
う
ち
中
央
交
通
株
式
会
社
分
の
物
品
補
償
、
休
業
補
償
は
十
八
万
の
中

K
含
ま
れ
て
な

b
ま
せ
ん
。
銚

子
の
波
戸
利
男
分
同
じ
く
中
村
滝
蔵
介
、
加
瀬
常
二
分
と
の
三
名
の
医
療
、
休
業
、
見
舞
金
の
総
計
で
ど
ざ
い
ま
し
て
、
銚
子
市
の
土
手

商
底
第
一
伊
勢
丸
乗
り
組
み
員
分
の
七
万
円
ζ
れ
も
十
八
万
同
に
は
含
ま
れ
て
な
り
ま
せ
ん
。
け
が
を
い
売
し
ま
し
た
三
名
介

の
医
療
、

(
阿
三
)



(
四
四
)

休
業
、
見
舞
金
と
の
総
額
が
十
八
万
四
千
三
百
七
十
円
ば
左
り
ま
す
が
、

一
応
十
八
万
円
見
込
ん
だ
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
。

な
な
、
保
険
に
つ
き
吉
し
て
は
、
自
動
車
の
責
任
保
険
白
隠
に
よ
る
も
の
は
全
部
入
つ
て
な
り
ま
す
。
ぞ
れ
か
ら
任
意
保
除
は
対
人

で
す
か
ら
と
れ
は
相
手
が
死
亡
し
た
り
あ
る
い
は
五
十
万
以
上
の
医
療
費
の
か
か

が
各
車
両
と
も
全
部
五
百
万
ず
つ
入
っ
て
か

b
ま
す
。

る
よ
う
な
大
け
が
を
し
た
場
合

K
は
当
然
五
百
万
円
の
対
人
の
任
意
保
険
の
対
象
に
な
る
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
ナ
が
、

一
人
一
人
の
縮
は
五

十
万
以
下
で
ど
ざ
い
ま
す
の
で
、

ぞ
わ
か
ら
車
体
の
方
の
俣
験
で
ご
ざ
い
会
す

が
、
衝
突
い
た
し
ま
し
て
相
手
の
車
を
ζ

わ
し
た
と
い
う
場
合
に
そ
の
と
わ
し
た
相
手
の
車
を
修
理
す
る
に
は
対
物
の
保
険
ば
入
っ
て
い

と
れ
は
自
賠
法

K
よ
る
責
任
の
範
関
門
で
ど
ざ
い
ま
す
。

る
必
要
が
あ
る
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
と
れ
は
現
在
入
つ
て
な

b
ま
せ
ん
。
衝
突
い
た
し
ま
し
て
自
分
の
車
を
と
わ
し
た
場
合
に
そ
の

修
理
を
す
る
保
険
に
任
意
に
加
入
し
て
必
り
ま
し
て
、
そ
の
保
険
は
そ
の
車
、
宙
十
の
耐
用
年
数
に
応
じ
ま
し
て
、
新
し
く
買
っ
た
も
の
で

す
と
且
取
高
百
五
十
万
ぐ
ら
い
入
つ
て
な
り
ま
す
し
、
ま
た
古
い
草
は
二
十
万
ぐ
ら
い
の
低
い
も
の
も
ど
ざ
い
ま
す
。
以
上
で
す
。

。
九
番

幣

勇
君
)

わ
か
り
ま
し
た
。
え
だ
私
が
わ
か
ら
な
い
点
は
ζ

の
任
意
保
険
の
加
入

κ
つ
い
て
先
般
六
軒
町
の
本
通

と
う
い
う
事
故
が
あ
っ
た
の
で
、
任
意
保
険
は
入
る
べ
き
で
は
戎
い
か
と
い
う
ζ

と
を
再
三

h
y
で
消
防
車
が
突
込
ん
で
家
を
と
わ
し
た
。

本
議
会
で
も
あ
る
い
は
予
算
審
査
委
員
会
で
も
要
望
し
た
結
果
、
入
っ
た
ん
だ
ろ
う
と
思
っ
た
ん
で
す
が
、
対
人
だ
け
し
か
入
っ
て
い
左

い
と
い
う
と
と
で
す
ね
の

ぞ
う
い
う
事
故
が
あ
っ
て
会
ぜ
ほ
か
の
保
険
に
入
つ
て
な
か
っ
た
か
、
対
人
だ
け
入
っ
て
い
た
と
い
う
解
釈
が

わ
か
ら
な
い
ん
で
す
が
、

。
消
防
本
部
次
長

(
山
石
田 ζ

の
一
点
だ
け
説
明
し
て

く
だ
さ
い
n

こ
れ
は
か
説
ど
も
っ
と
も
で
ど
ざ
い
空
す
が
、

実
芳
)

ζ

の
件

κ
つ
き
ま
し
て
は
、
財
政
当
局
と
も
相

一
昨
年
の
あ
あ
い
つ
た
よ
う
左
た
い
へ
ん
御
迷
惑
を
が
か
け
し
た
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
あ
あ

談
い
た
し
た
わ
け
で
ど
さ
い
ま
す
が
、

い
っ
た
よ
う
念
事
故
は
ど
〈
ま
れ
で
ど
ざ
い
ま
し
て
、
今
ま
で
ほ
か
の
交
通
事
故
関
係
、
消
防
関
係
の
過
去
の
事
故
を
調
べ
ま
し
て
も
あ

あ
い
う
と
と
は
希
有
な
と
と
で
ど
ざ
い
・
ま
し
て
、

ほ
と
ん
ど
相
手
の
人
を
殺
し
て
し
ま
っ
た
り
¥
大
け
が
を
さ
し
た
り
と
い
う
と
と
と
そ



一章

れ
か
ら
石
垣
と
か
が
ん
じ
よ
う
左
も
の
に
ぶ

つ
か
っ

て
自
分
の
蛮
L
Z
大
破
し
た
と
い
う
例
が
多
い
わ
け
で
ど
ざ
い
・
ま
し
て、

-な
説
の
と
な

b
と
わ
し
た
相
手
の
車
の
修
理
費
を
保
険

κ入
つ
て
な
く
ζ

と
も
確
か

K
そ
の
と
お
り
で
ど
ざ
い
さ
す
が
、
今
後
財
政
当
局
と
検
討
い
た

し
・
ぎ
し
て
、
御
趣
旨

κぞ
う
よ
う

K
し
た
い
。

と
う
い
う
ふ
う
に
考
え
て
な
り

ま
す。

。
九
番

幣

勇
君
)

よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。

た
だ
消
火
出
動
の
際
は
よ
け
い
混
雑
と
か
そ
う
い
う
も

の
が
普
通
の
場
合
よ
り
あ

る
わ
け
で
す
か
ら
特
に
こ
の
任
意
保
険

K
入
っ
た
ら
い
い
で
は
念
い
か
と
い
う
御
意
見
が
あ
っ
た
・
わ
け
で
す

が
、
匂

taw

告
い
う
場
合
に
も
つ

と
十
分
検
討
し
て
過
去
の
事
例
だ
け

κ括
和
ら
ず
に
現
在
の
道
路
状
況
、
交
通
事
情
等
を
4
4

え
て
や
は
り
一ζ

う
い

う
も
の

を
検
討
し
て
加
入

し
て
凶
〈
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

と
れ
ば
要
望
だ
け
で
終

b
主
す
。

。

(
長
谷
川
広
治
君
)
審
議
途
中
で
た
い

「
ん
割
迷
惑
と
存
じ
ま
す
が
、
L

た
だ
い
ま
上
た
さ
れ
ま
し
た
議
案

K

一
つ
誤

字
が
ど
ざ
い
き
す
の
で
、
御
訂
正
を
許
可
さ
れ
る
よ
う
な
震
い
申
し
上
げ
ま
す
。
七
ペ
ー
ジ

の
最
初
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
木
引
き

の
節

財
政
課
長

の
金
額
が
六
万
一

千
円
と
い
う
と
と
げ
れ
左
っ
て

-pb-ま
す
。

六
万
九
千
戸

の
誤
ま
り
で
ど
ざ
い
ま
す
の
で
、
た
い
へ
ん
御
迷
惑
と
存
じ
ま

す
が
、
御
訂
汗
方
を
念
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

。
議
長

(
西
村
真
次
君
)

た
だ
い
ま
の
と
が

b
御
訂
正
願
い
ま
す
。

(四
五
)

他
に
御
質
疑
ど
ざ
い
空
せ
ん
か
。

11
11i
御
質
疑
念
し
と
認
め
ま
す
。

討

論

省

略

、

採

決

。
議
長

(
西
村
真
次
君
)

か
は
か
り
い
た
し
ま
す
。
本
案
を
討
論
省
略
原
案
通
り
可
決
す
る
に
御
異
議
あ
り
ま
ぜ
ん
か
。

(「
異
議
念

し」

と
呼
ぶ
者
あ
h
J
)



。
議
長

(
西
村
真
次
君
)

日

程

の

。
議

臣

ず

(
商
村
英
次
君
)

左
い
た
い
と
思
い
を
す
が
、

ん
か
c

、
、民

(
四
六
)

御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
本
案
は
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

追

カ日と
の
際
会
は
か

b
い
た
し
ま
す
の

本
議
会
の
申
し
合
わ
せ
協
定

κ従
い
常
任
委
員
会
の
委
員
の
改
還
を
行

と
れ
を
本
自
の
日
程
に
追
加
し
、

と
れ

K
御
異
議
あ

b
ま
せ

た
だ
ち

κ議
題
と
い
た
し
た
い
と
思
い
言
、
す
。

。
議
長

(
西
村
真
次
君
)

(
「
異
議
左
し
」
と
呼
ぶ
者
あ

b
)

御
異
議
左
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
臼
程
は
追
加
さ
れ
会
し
た
。

hv
は
か

-P
い
え
し
ま
す
。
常
任
委
員
会
委
員
の
改
選
を
行
念
い
ま
す
と
と
に
御
異
議
あ
り
-
ま
せ
ん
か
。

。
議
長

(
西
村
英
次
君
)

(
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ

D
)

御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
決
し
ま
し
た
。

重
ね
て
な
は
か

b
い
た
し
ま
す
。

会
と
も
に
欠
員
と
な
っ
た
こ
と
と
い
た
し
ま
す
に
御
異
議
あ

b
ま
せ
ん
か
。

た
だ
い
ま
の
改
選
決
定
に
よ

b
現
在
の
各
常
任
委
員
会
の
委
員
は
全
員
そ
れ
ぞ
れ
辞
職
し
、
全
委
員

議
長

(
西
村
真
次
君
)

(
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〉

。

御
異
議
左
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

な
が
訟
は
か
り
い
た
し
ま
ナ
。
た
だ
い
ま
決
し
ま
し
た
と

b
b各
常
任
委
員
会
と
も
委
員
が
欠
員
と
左

b
ま
し
た
の
で
、

れ
が
選
任
を
行
左
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
と
れ
に
御
異
議
あ
-D
ま
せ
ん
か
。

た
だ
ち
に
と

/ 



。
欝
長

〈
西
村
真
次
君
)

(
「
異
議
左
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
)

御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
た
だ
ち
に
選
任
す
る
と
と

K
決
し
ま
し
た
。
暫
時
休
憩
い
た
し
ま
す
。

午
後
一
時
三
十
三
分

午
後
二
時
四
十
二
分

。
議
長

(
西
村
英
次
君
)

休

穂

再

開

休
憩
前
K
引
続
き
会
誌
を
際
き
ま
す
。

常
任
委
員
会
委
員
の
選
任

。
議
長

(
西
村
真
次
君
)

て
報
告
い
た
さ
せ
ま
す
。

。
息
務
局
長

(
高
梨
清
一
君
)

総
務
常
任
委
員
会
委
員

ん
、
田
中
藤
郎
さ
ん
、

経
済
常
任
委
員
会
参
員

さ
ん
、
山
口

康
さ
ん
。

文
教
民
生
常
任
委
員
会
委
員

ζ

れ
よ

b
常
任
委
員
会
委
員
を
本
市
委
員
会
条
例
第
四
条
の
規
定

K
よ
り
選
任
い
た
し
ま
す
。
局
長
を
し

報
告
い
た
し
ま
す
。

吉
田
勇
治
郎
さ
ん
、

黒
}II 

藤
田
益
治
さ
ん
、

幣

嶋
田
石
被
さ
ん
、
磯
辺

正
さ
ん
、

勇
さ
ん
、
小
柴

博
さ
ん
、

丙
村
真
次
さ
ん
、
菊
井
敏
博
さ
ん
、

石
井
輝
久
さ
ん
、
安
沢
徳
願
さ

孝
さ
ん
、
江
田
徳
太
郎
さ
ん
、
中
村
省
吾
さ
ん
、

小
沢
恵
太
郎

山
回
数
字
ざ
ん
、
遠
山
ヨ
ネ
子
さ
ん
、

昇
さ
ん
、
島
野

五
十
嵐

(
四
七
)



茂
樹
郎
さ
ん
、
秋
山
六
三
郎
さ
ん
、

建
設
常
任
委
員
会
委
員

ん
、
鈴
木
市
蔵
さ
ん
、

〈
四
八
)

一
名
欠
で
あ

b
ま
す
。

伊
賀
多
朗
さ
ん
、

白
熊
感
太
郎
さ
ん
、

正
さ
ん
、
安
西
益
男
さ
ん
、
飯
田
義
男
さ
ん
、
抱
一-月
照
正
さ

石
井

田
村
源
治
郎
さ
ん
。

参
考
K
議
会
運
営
協
議
会
で
ど
ざ
い
ま
す
。
嶋
田
石
蔵
さ
ん
、

小勝
目
議
治
さ
ん
、
磁
辺
博
さ
ん
、
石
井

正
さ
ん
、
田
村
源
治
郎
さ
ん
、

。
誇
長

島
野
茂
樹
郎
さ
ん
、
安
沢
徳
順
さ
ん
、
以
上
で
ご
ざ
い
主
す
。

(
西
村
真
次
君
)

以
上
の
と
h
u
h
-
各
常
任
委
員
会
委
員
K
選
任
い
た
し
ま
す
。

と
れ

K
御
異
議
あ

-P
ま
せ
ん
か
。

。

(
西
村
真
次
君
)

〈
「
異
議
乏
し
」

と
呼
ぶ
者
あ

b
)

御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
決
し
ま
し
た
。

議
長

と
の
際
同
条
例
第
五
条
の
規
定
に
よ
る
各
委
員
会
K
な
い
て
互
選
さ
れ
ま
し
た
正
副
委
員
長
を
報
告
い
た
し
ま
す
。

総
務
常
任
委
員
会
委
員
長

鮮
済
常
任
委
員
会
委
員
長

文
教
民
生
常
任
委
員
会
委
員
長

建
設
常
任
委
員
会
委
員
長

議
会
運
営
協
議
会
委
員
長

日

程

。
議
長

(
西
村
真
次
君
)

石
井
輝
久
君

同
副
委
員
長

回一川川

正
君

幣

勇
君

同
副
委
員
長

藤
回
益
治
君

嶋
田
石
蔵
君

昇
君

同
副
委
員
長

五
十
嵐

白
熊
盛
太
郎
君

同
副
委
員
長

伊
賀
多
朗
君

田
村
源
治
郎
君

同
副
委
員
長

正
君
、
以
上
の
と
h
u
b
で
あ
・
9
ま
す
。

石
井

の

カ日

追
訟
は
か
h
y
い
た
し
ま
す
。
本
日
の
会
議

κ議
案
第
四
十
八
号
館
山
市
監
査
委
員
の
選
任
K
つ
い
て
が
提
出



ミ

さ
れ
」
句
作
し
た
。

と
れ
を
本
日
の
日
副
作

κ追
加
し
、
議
題
と
い
た

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

。
議
長

(
西
村
真
次
君
)

(
「
異
議
左
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
4
)

御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
の
よ
っ
て

日
程

κ追
加
し
、
静
同
胞
と
す
る
と
と
K
決
し
ま
し
た
。

議

議

の

。
議
長

(
西
村
真
次
君
)

(
詰
案
配
付
)

。
議
長

(
西
村
真
次
君
)

i義

案

。

。
議
長

(
西
村
長
〈
次
君
)

(
二
八
番
詩
員
望
月
照
正
君
退
場
)

誇
築
第
四
十
八
号
を
上
程
い
た
し
JE

す。

(
書
記
朗
読
)

議
案
第
四
十
八
長

自己

付
議
案
を
配
付

い
売
し
ま
す
。

Pト

こ
れ

K
釣
異
議
あ
・
り
ま
せ
ん
か
。

誇
一案

の一吉
村
泰
れ
一広
ど
ざ

2s
Z」ん
Atol--
豆
そ
お
れ
な
し
と
認
め
き
す
。

上

程

館
山
市
監
査
委
員
の
署
特

F
つ
い
て

議

諜

の

内

容

説

明

(
内

九
)



丸、

t河

。。
市
長

た
い
と
思
い
ま
す
が
、
非
常
に
監
査
委
員
と
し
て
立
派
な
方
で
滴
任
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
必
願
い
い
た
し
ま
す
。

。
議
官
骨

(
商
村
真
次
君
)

(
「
異
務
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
h
y
)

本
案

K
同
意
す
る
と
と

K
御
異
議
ど
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

。
議
長(

二
八
番
議
員
望
月
照
正
君
入
場
)

御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
本
冬
は
同
意
す
る
と
と

κ決
し
き
し
た
。

議
長

(
西
村
真
次
君
)

(五

O
)

説
明
を
頼
、い
ま
す
。

山
回
数
字
監
査
委
員
が
辞
任
さ
れ
ま
し
た

の
で、

そ
の
後
任
と
し
合
し
て
望
月
照
正
君
を
h
w

願
い
い
た
し

〈
市
長
本
間

議
君
登
壇
〉

f決
訟
は
か

-P
い
た
し
ま
す
。

追

加

(
本
間

譲
君
)

。
議
長

た
。
よ
っ
て
本
市
よ

b
選
出
の
組
合
議
会

の
議
員
が
一
名
欠
員
と
左
・
9
苦
し
た
従
い
を
し
て
組
合
規
約
第
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ

b
と

平
葉
県
競
輪
組
合
議
会
談
員
山
口
康
君
に
は
芯
日
づ
け
を
も
っ
て
都
合

K
よ
b
ぞ
の
職
を
辞
任
さ
れ
ま
し

採(
西
村
英
次
君
)

日

程

の

れ
が
補
欠
選
挙
を
行
左
う
と
と
げ
れ
な
り
ま
す
。

(
西
村
真
次
君
)

が
は
か

b
い
た
し
設
す
。

本
補
欠
選
挙
を
本
日

の
日
程
に
追
加
し
、
た
だ
ち
に
選
挙
を
行
な
い
ま
す
と
と
に
御
異
議
あ

b
ま
せ
ん
か
。



正.

。
議
長

(
西
村
真
次
君
)

一
〈
「
国
宍
誇
在
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
)

御
異
議
乏
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
と
れ
よ
り
選
挙
を
行
左
い
ま
す
の

千
議
県
競
輪
組
合
議
会
議
員
選
挙

。
曹
長

(
西
村
真
次
君
)

よ
b
た
い
と
思
い
ま
す
。
と
れ

κ御
異
議
あ
り
吉
せ
ん

か
。

訟
は
か
り
い
た
し
ま
す
。
選
挙
の

方
法
じ
地
方
自
治
法
径
百

十
八
条
師
事

二
項

の
規
定
に
よ
る
指
名
推
選

κ

。
需
長

(
西
村
真
次
君
)

(
「
田
宍
需
な
し
」
と
呼
ぶ
考
あ
り
)

御
異
議
念
し
と
認
め
を
す
。
よ
っ
て
選
挙

の
方
法
は
指
名
推
遂げれ

よ
る
と
と

κ決
安
い
え
し
ま
し
た
。

b
は
か
り
の
た
し
き
す
。
指
名
の
方
法
K
つ
き
ま
し
て
は
、
議
長
k
h
r

い
て
指
名
す
る
と
と

K
い
た
し
た
い
と
患
い
ま
す
。

異
欝
あ
り
ま
せ
ん
か
。

と
れ
に
御

。
議
長

(
西
村
真
次
窓
)

〈
「
異
端
聞
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
)

と
れ
よ
h
y
指
名
い
た
し
苦
す
。

b
は
か

b
い
た
し
ま
す
。

と
と
に
御
異
議
多
J
b
を
せ
ん
か
。

御
異
議
念
し
と
認
め
ま

T
O
よ
っ
て
一許
臣r.
k

b
い
て
指
名
す
る
と
と

K
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

千
葉
県
競
輪
組
合
議
会
の
議
員
K
小
柴
孝
君
を
柏
市H
F

い
た
し
を
す
。

た
だ
い
ま
一
議
長
k
h
p
い
て
指
点
引
い
た
し
き
し
た
小
柴
孝
君
を
競
輪
組
合
議
会
の
議
員
の
当
選
人
と
止
に
め
ま
す

。
議
長

(
西
村
英
次
君
)

〈
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
-
h')

御
異
議
を
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
た
だ
い
主
指
名
さ
れ
ま
し
た
小
柴
孝
君
が
当
産
さ
れ
ま
し
た
。

(
五
一
〉



二
条
第
二
項
の
規
定

κよ
る
告
知
を
い
た
し
ま
す
。

， 
" 

4

凡
だ
い
ま
手
葉
県
競
輪
組
合
議
会
の
議
員

K
当
選
さ
れ
ま
し
た
小
柴
孝
宏
が
議
場
げ
れ
な
ら
れ
ま
す
の
で
、

本
席
よ

も h
J 

会
議

官2
第 ζコ

寸ー

ζ

の
際
小
柴
孝
君
を
紹
介
い
え
し
ま
す
。

〈
}
二
番
務
員
小
柴
孝
君
登
壇
)

(
拍
手
〉

。

番

〈
小
柴
孝
君
)

小
柴
で
ど
ざ
い
ま
す
o

皆
ざ
ま
方

仏
本
当
の
心
か
ら
み
J

た
た
か
い
御
同
情

κ
ょ
b
ま
し
て
た
だ
い
ま
議
長

か
ム
一
持
名
さ
わ
き
し
て
、

と
の
た
び
不
向
私
ぞ
の
任
に
は
左
い
と
は
思
い
空
す
け
れ
ど
も
、

t
E
ん
で
競
論
議
員
の
験
げ
れ
っ
か
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。
も
と
よ
り
私
は
ぞ
う
い
う
方
面
の
仕
事
は
あ
ま
り
向
か
な
い
と
思
い
ま
す
は
れ
ど
も
、
せ
っ
か
く
の
皆
さ
ま
方
の
御
推
薦
で
ど

ざ
い
ま
す
の
で
、

い
ろ
い
ろ
勉
強
し
、
先
輩
宅
氏
か
ら
教
え
砕
す
い
た
だ
き
さ
し
て
、

つ
勺
が
左
く
ぞ
の
織
責
を
遂
行
す
る
と
と
を
た
だ
い

ま
心
mu

中
深
〈
考
え
て
h
F

る
わ
け
で
ど
さ
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
今
後
い
ろ
い
ろ
の
国
K
》
き
ま
し
て
満
場
の
智
さ
主
方
の
絶
大
左
る
御
支

援
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
任
期
到
来
ま
で
御
支
援
い
た
だ
け
る
よ
う

κ
シ
騒
い
い
た
し
ま
し
て
、
術
単
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
就
任
の
ど
あ

い
さ
つ
げ
れ
か
え
る
次
第
で
ど
ざ
い
ま
す
。

よ
ろ
し
〈
和
願
川
引
い
た
し
脅
す
。

(
拍
手
)

簡

会

。
議
長

(
夜
村
真
次
君
)

必
は
か
り
い
た
し
ま
す
。

本
{
}
化
例
会

K
付
一
訴
さ
れ
ま
し
た
察
件
は
す
べ
て
議
了
さ
れ
ま
し
た
。

よ
っ
て
会

議
規
則
第
七
条
の
鳩
定

K
よ

b
本
日
を
も
っ
て
第
二
回
市
諮
会
定
例
会
を
閉
会
い
た
し
ま
す
と
と
に
制
異
詩
、
あ
り
ま
せ
ん
か
。

〈
「
異
議
左
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
)

。
議
長

(
西
村
真
次
君
)

御
異
議
念
し
と
認
め
ま
す
仰
よ
っ
て
本
定
例
会
は
と
れ
に
て
閉
会
す
る
ζ

と

κ決
定
い
た
し
ま
し
た
。

長
時
間
と

〈
ろ

う
さ
ま

訴〈
ざ
内

ま
し
時こ

ー



日
叫
院

長
時
間
ど
〈
ろ
う
さ
会
帆
じ
ざ
い
ま
し
た
。

午
後
二
時
五
十
三
分

閉

会

O
本
日
の
会
議
K
付
し
た
富
市
件

一
、
行
政
一
般
質
問

一
、
報
告
第
二
号

守.

一
、
日
程
追
加

常
任
委
員
会
委
員
の
選
任

一
、
詩
集
第
三
十
九
号
乃
至
諺
集
第
四

十
三
号
及
び
詰
案
第
四
十
五
号
乃
至
芳
一
実
境
問
+
七
号

一
、
日
程
追
加

議
案
第
四
十
八
号

一
、
日
程
追
加

手
葉
県
競
輪
組
合
議
会
議
員
選
挙

地
方
自
治
法
使
百
一
一
十
三
条
紋
ニ
墳
の
規
定

κ工
h
y
署
名
す
る
。

品
開
山
市
常
会
議
長

// 

議
員

// 

議

員

'f.弘〉
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